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社会起業家を
増やしたい
中村多伽  taliki代表

Taka Nakamura
なかむら　たか
1995年東京生まれ。小学生でwebサービスを展開、中高時代は舞台女優をめざ
すも挫折、京都大学入学。カンボジア教育支援プロジェクトPumpitの代表として
２校の小学校建設などを行う。その後、休学してニューヨークのビジネススクール
に通いながら、アシスタントプロデューサーとして現地報道局に勤務。多様な経験
を通して「ワクワクしながら社会課題を解決するのが当たり前の社会」の必要性を
感じ、帰国した大学4回生時に株式会社talikiを設立。現在は京都で若者のイン
キュベーション事業やメディア運営を行う。
https://www.taliki.co.jp

こんな社会だけど「生まれてきて良かった」、
1人でも多くの人にそう思ってほしい──
私が、社会課題解決人材を応援する会社

「taliki」を立ち上げた理由だ。
　きっかけは、大学在学中に体験したカンボジアでの小
学校建設。現地のお母さんたちにとても感謝されたが、
この子供たちが10年後、20年後もずっと笑顔であり続け
られるには、NGOとして学校を建設するボトムアップの活
動だけでは足りない。
　そう思い、1年間休学し、大統領選さなかのニューヨー
クへ。現地報道局に勤務し、社会の声を取材した。そこ
でわかったのは、大統領でも社会からこぼれ落ちた人に
は十分アクセスできず、トップダウンだけでも世の中は変え
られないということだ。
　トップとボトムの中間にいる、圧倒的な数の無関心層
を社会課題解決のプレイヤーへと変えることができれば、
救われる人が増える──そう思い至って、社会課題解
決をめざす人を増やそうと「taliki」を立ち上げ、社会
課題を見つけるWebメディア運営から始め、コワーキン
グスペース運営、関西におけるU25の社会起業家の支
援・育成プログラム運営（タリキチプロジェクト）へと、活
動を広げてきた。
　プレイヤーとして活躍できるのは、強くて優しい人。現
実的に社会課題を解決していけるメンタルタフネスや実
行力などの「強さ」と、他者に寄り添える「優しさ」。両方
を併せ持つ人を育てることに力を入れている。
　社会課題の解決をめざすとき、人々の義務感や危機
感を煽ることが多いが、それでは続かない。人は義務感
よりも、自分が「やりたい」という気持ちで動くとき圧倒的
に力を発揮するし、自走できる。自分がとても楽しいことを
していたら、誰かのためになっていた──そんな、ワクワ
クしながら社会課題を解決する人を増やしたい。
　学生密度が日本一高いと言われる京都で、若手起業
家を輩出する連携・協業のしくみ「エコシステム」をつくり
たいが、京都そして関西は東京に比べ若者に投資する
風土がなく、起業をめざす若者が関西に留まるインセン
ティブはない。関西企業はもっと若者に手を貸してほし
い。優秀な若者への投資こそが、きっと将来の関西に大
きなリターンを生むはずだから。

多くの若者が集まる京都・今出川にある
コワーキングスペース
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日
本
の
産
業
競
争
力
の
低
迷
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。

今
後
の
持
続
的
な
成
長
戦
略
と
構
造
改
革
の
加
速
化
に
向
け
、

２
０
１
８
年
６
月
に
は
政
府
の
骨
太
方
針
・
未
来
投
資
戦
略
も
公
表
さ
れ

一
段
と
動
き
に
拍
車
が
か
か
る
な
か
、

日
本
産
業
の
持
続
的
発
展
と
競
争
戦
略
に
つ
い
て
考
え
た

鼎
談

基
軸
を

探
る

町
田 

徹 

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

秋
山
咲
恵 

サ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長

川
口
盛
之
助 

未
来
研
究
者

産
業
発
展
と

競
争
戦
略
を
考
え
る
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日
本
の
産
業
競
争
力
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

メ
ガ
ト
レ
ン
ド
、技
術
は
人
間
に
近
づ
き

産
業
は
サ
ー
ビ
ス
化
す
る

町
田　

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
産
業
発
展
と
競
争
戦
略
」
で
す
。
最
初

に
日
本
の
競
争
力
の
現
状
と
着
眼
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
仕
事
に
も

触
れ
な
が
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
。
川
口
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

川
口　

私
は
、
未
来
予
測
、
未
来
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
か
ら
未
来
を
見
通
す
に
あ
た
り
、
技
術
の
未
来
と
、
産
業
の

未
来
は
、
似
て
い
て
少
し
違
い
ま
す
。

　

技
術
的
に
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
脳
科
学
、
人
間
の
身
体

と
心
に
関
す
る
技
術
の
進
展
が
著
し
い
。
バ
イ
オ
と
し
て
は
再
生
医

療
の
実
現
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞＊

か
つ
て
の
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
「
産
業
の
コ
メ
」
的
な
要
素
技
術

が
遂
に
登
場
し
た
。
脳
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
よ
う

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
脳
に
近
づ
く
形
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ＊

な
ど
脳
と
機
械
が

直
接
結
び
つ
く
形
。
そ
う
い
う
革
新
が
、
産
業
以
前
の
科
学
な
り
技

術
分
野
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

産
業
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
進
展
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
り
、
デ
ジ
タ
ル
ロ
グ＊

を
通
じ
て
可
視
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ル
や
都
市
な
ど
空
間
の
電
装
化
と
人
体
そ
の
も
の
を
電
装
化
す
る

動
き
が
加
速
。
現
実
空
間
や
人
体
が
デ
ジ
タ
ル
で
覆
わ
れ
る
と
、
新

た
な
デ
ジ
タ
ル
商
圏
が
現
れ
ま
す
。
リ
ア
ル
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
も
の
が
増
え
ざ
る
を
得
な
い
ん
で
す

ね
。

　

技
術
は
人
間
に
近
づ
き
、
産
業
は
、
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
な
ど

重
心
が
ど
ん
ど
ん
サ
ー
ビ
ス
側
に
向
か
う
形
が
、
大
き
な
図
柄
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
分
野
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
よ
う
な
急
成
長
企
業
を

日
本
の
製
造
業
は
こ
の
20
年
余
り
生
ん
で
い
な
い

町
田　

秋
山
さ
ん
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

秋
山　

川
口
さ
ん
が
俯
瞰
的
・
鳥
の
眼
的
な
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
は
90
年
代
半
ば
に
起
業
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
世
界
を
席
巻

し
て
い
く
な
か
で
、
多
様
な
デ
バ
イ
ス
の
登
場
を
ず
っ
と
現
場
で
見

て
き
た
と
い
う
、
虫
の
眼
的
な
視
点
か
ら
お
話
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
海
外
勢
と
比
べ
た
日
本
の
産
業
競
争
力
の
現
状
で
す
が
、
昨

今
は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ＊

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
第

三
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
情
報
配
信
な
ど
を
行
う
基
盤
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
提
供
す
る
形
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
す
る
企
業

が
世
界
を
席
巻
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
日
本
か
ら
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
す
る
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
企
業
が
、
残
念
な
が
ら
出
て
き
て
い
な
い
。

　

私
の
持
ち
場
で
あ
る
製
造
業
で
い
え
ば
、
90
年
代
に
は
世
界
を
席

巻
す
る
日
本
発
の
製
品
・
ソ
ニ
ー
の
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
が
あ
っ
た
。
そ

の
製
造
現
場
で
世
界
最
先
端
の
挑
戦
を
行
う
に
際
し
、
我
々
の
よ
う

な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
た
こ
と

で
、
私
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
軌
道
に
乗
る
き
っ
か
け
を
得
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
20
年
間
、
我
々
の
新
製
品
・
新
技
術
開
発
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
最
初
は
ソ
ニ
ー
で
す
が
、
そ
の
後
は
韓
国
企

業
や
台
湾
企
業
、
欧
州
企
業
で
、
な
か
な
か
日
本
企
業
か
ら
革
新
的

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
ら
れ
る
状
況
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
同
様
に
急
成
長
を
遂
げ
た
企
業
と
し
て
鴻ホ
ン

海ハ
イ

精
密
工
業
が
あ
り
ま
す
。
鴻
海
と
お
つ
き
合
い
を
始
め
た
の
は
２

０
０
０
年
頃
で
、
当
時
は
イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
ソ
ケ
ッ
ト
を
つ
く

る
会
社
で
し
た
。
そ
れ
が
今
や
世
界
中
の
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
製
品

製
造
を
一
手
に
引
き
受
け
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ＊

大
手
に
な
っ
て
い
る
。
電
子
機

器
の
製
造
分
野
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
新
業
態
が
席
巻
し
て
い
て
、
代

表
格
が
鴻
海
。
鴻
海
は
と
う
と
う
シ
ャ
ー
プ
を
買
収
、
技
術
も
手
に

入
れ
て
次
世
代
の
製
造
分
野
で
自
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
な
が
ら
自
己
変
革
し
、
急
速
に

成
長
し
た
例
は
、
Ｉ
Ｔ
分
野
だ
け
で
な
く
製
造
業
で
も
存
在
す
る
。

残
念
な
が
ら
こ
の
20
年
間
日
本
か
ら
は
急
成
長
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
を
出
せ
な
か
っ
た
点
が
、
日
本
の
産
業
競
争
力
の
現
状
で
す
。

世
界
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
低
迷
を
続
け
る
日
本
、

要
因
は
企
業
の
挑
戦
意
欲
喪
失
と
労
働
規
制
緩
和
に
ア
リ

町
田　

私
か
ら
は
産
業
競
争
力
の
関
連
デ
ー
タ
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

人
口
減
少
等
の
問
題
が
出
て
く
る
前
に
、
既
に
日
本
は
長
期
的
な
衰

退
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
状
況
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
デ

ー
タ
で
明
確
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
今
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｄ＊

の
２
０
１
８
年
版
世

界
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
。
89
年
の
第
１
回
か
ら
４
年
間
、
首
位
だ
っ

た
日
本
は
、
そ
の
後
転
落
、
18
年
は
63
カ
国
中
25
位
。
ア
ジ
ア
勢
で

も
８
位
と
、
見
る
影
も
な
い
状
況
で
す
。

21世紀科学技術のメガトレンド・脳科学。脳波スキャニングヘッドセットを装着し、脳波を読み取る ©gorodenkoff/Getty Images

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

（induced pluripotent stem
 cell

）

人
工
多
能
性
幹
細
胞
の
こ
と
で

あ
り
、
幹
細
胞
と
は
組
織
や
臓

器
へ
と
成
長
す
る
、
高
い
増
殖

能
力
と
分
化
能
力
を
持
つ
細
胞

の
こ
と
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ

（Brain-m
achine Interface

）

脳
の
活
動
状
態
を
読
み
取
っ
た

り
脳
へ
刺
激
を
加
え
た
り
す
る

こ
と
で
、
脳
と
機
械
シ
ス
テ
ム

と
の
情
報
伝
達
や
制
御
を
仲
介

す
る
装
置
。

ロ
グ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア
ク
セ

ス
履
歴
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
で

あ
る
「
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ア
マ
ゾ
ン
」

の
４
社
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ

（electronics manufacturing servic

）

電
子
機
器
の
受
託
生
産
サ
ー
ビ

ス
。

Ｉ
Ｍ
Ｄ

ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
あ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
国
際
経

営
開
発
研
究
所
。
89
年
か
ら
世

界
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
を
公
表

し
て
お
り
、
18
年
版
で
は
１
位

ア
メ
リ
カ
、
２
位
香
港
、
３
位

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
中
国
は
13
位

と
こ
こ
数
年
躍
進
著
し
い
。
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も
う
一
つ
は
、
ダ
ボ
ス
会
議
の
主
宰
で
有
名
な
Ｗ
Ｅ
Ｆ＊

の
ラ
ン
キ

ン
グ
。
対
象
が
１
３
７
カ
国
で
、
昨
秋
、
最
新
の
17
―18
年
版
を
公

表
し
て
い
て
、
日
本
は
９
位
。
注
目
し
た
い
の
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
企

業
の
力
が
現
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
。
こ
こ
８
年
間
４
位
５

位
を
維
持
し
て
い
た
が
、
最
近
２
年
間
は
８
位
で
す
。
内
訳
を
見
る

と
、
か
つ
て
ト
ッ
プ
だ
っ
た
企
業
の
研
究
開
発
費
が
５
位
に
、
５
年

連
続
２
位
だ
っ
た
研
究
者
・
技
術
者
の
確
保
が
８
位
と
、
強
か
っ
た

項
目
が
落
ち
て
き
て
、
強
み
が
見
つ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
競
争
力
が
落
ち
た
の
か
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、
92
年
不

動
産
価
格
の
暴
落
、
94
年
不
良
債
権
問
題
の
発
生
、
97
年
金
融
機
関

の
破
綻
、
08
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
11
年
東
日
本
大
震
災
と
、
日

本
企
業
に
逆
風
が
吹
き
続
け
た
。
逆
風
に
よ
っ
て
経
営
者
が
挑
戦
姿

勢
を
喪
失
。
結
果
、
多
く
の
企
業
経
営
者
が
、
新
し
い
市
場
や
商
品

の
開
発
を
諦
め
て
、
既
存
市
場
だ
け
で
生
き
る
道
を
探
し
た
。
売
上

高
を
伸
ば
す
の
で
な
く
、
合
理
化
や
経
費
削
減
で
利
益
を
出
す
方
向

に
舵
を
切
っ
た
。
こ
れ
は
短
期
の
帳
尻
合
わ
せ
に
は
や
っ
て
も
い
い

が
、
長
期
化
す
る
と
ジ
リ
貧
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
、
日
本
の
雇
用
慣
行
を
め
ぐ
る
労
働

規
制
の
変
革
で
す
。
04
年
に
断
行
さ
れ
た
人
材
派
遣
業
に
関
す
る
規

制
緩
和＊

で
、
日
本
企
業
の
間
に
、
新
卒
を
採
っ
て
育
て
て
戦
力
化
し

て
終
身
雇
用
で
将
来
を
一
緒
に
考
え
る
ム
ー
ド
が
一
気
に
失
わ
れ
ま

し
た
。
人
件
費
は
単
な
る
コ
ス
ト
と
さ
れ
、
正
社
員
は
増
や
さ
ず
、

賃
金
の
安
い
非
正
規
労
働
者
を
増
や
せ
ば
い
い
と
い
う
企
業
が
急
増

し
た
。
デ
フ
レ
経
済
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
投
資
よ
り
は
リ
ス
ト
ラ

だ
と
。

　

そ
れ
で
い
い
の
か
と
問
題
提
起
を
し
た
人
も
い
る
が
、
き
れ
い
ご

と
を
言
う
な
と
潰
し
て
し
ま
っ
た
。
本
当
は
、
人
口
減
少
と
い
う
別

の
大
問
題
が
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
等
も
含
め
た
議
論

が
必
要
だ
っ
た
が
、
そ
れ
も
封
印
し
て
し
ま
う
状
況
に
陥
っ
た
の
が
、

競
争
力
低
迷
の
も
う
一
つ
の
原
因
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

筐き
ょ
う
た
い体
か
ら
部
品
へ

中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
日
本
の
技
術

川
口　

日
本
の
競
争
力
、
我
々
が
目
に
す
る
家
電
機
器
な
ど
消
費
財

で
日
本
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
落
ち
た
の
で
、
競
争
力
が
大
き
く
下

が
っ
た
印
象
を
持
ち
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
日
本
は
、
今
は
む

し
ろ
パ
ー
ツ
で
強
み
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
製
造

を
鴻
海
に
持
っ
て
い
か
れ
て
も
、
部
品
の
大
半
が
日
本
製
。
製
品
に

不
可
欠
な
部
品
と
し
て
奥
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
筐き
ょ
う
た
い体は
確
か
に

中
国
製
や
韓
国
製
で
す
が
、
中
に
日
本
の
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
あ
ま
り
人
々
が
目
に
し
な
い
Ｂ
to
Ｂ
の
基
幹
系
の
奥
に
入

っ
た
部
品
に
つ
い
て
は
、
他
の
国
が
や
ら
な
く
な
っ
た
分
、
日
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
が
上
が
っ
て
い
る
。
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
に
か
な
り
入

っ
て
い
る
の
で
、
そ
ん
な
に
日
本
を
卑
下
し
な
く
て
も
い
い
。
む
し

ろ
日
本
で
し
か
つ
く
れ
な
い
部
品
が
逆
に
増
え
て
い
る
の
が
世
界
の

実
態
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　

生
産
技
術
メ
ー
カ
ー
や
部
品
メ
ー
カ
ー
を
鍛
え
て
く
れ
る
企
業
が

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
集
約
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
パ
ワ
ー
の
最
新
技
術
は
み

ん
な
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
持
っ
て
い
か
れ
た
面
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で

は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
仕
事
を
す
る
か
ど
う
か
で
技
術
の
差
が
ど
ん
ど
ん
開

い
て
し
ま
う
の
は
、
仕
方
が
な
い
。
た
だ
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
世
界
に
４

社
し
か
な
く
て
、
全
て
米
国
企
業
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
匹
敵
す
る
企
業
を

生
ん
だ
国
は
一
つ
も
な
い
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
が
あ
ま
り
に
も
す
ご
く
て
追

い
つ
け
る
気
も
し
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
産
業
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

特
に
日
本
は
、
産
業
と
い
う
と
、
も
の
づ
く
り
の
話
が
中
心
に
な

り
ま
す
が
、
も
の
づ
く
り
な
ん
て
今
や
全
産
業
の
２
〜
３
割
。
先
進

国
共
通
の
状
況
と
し
て
今
は
、
ほ
と
ん
ど
サ
ー
ビ
ス
業
。
産
業
を
考

え
る
と
き
、
も
の
づ
く
り
を
前
面
に
出
す
の
は
少
し
違
い
ま
す
。

持
続
的
な
産
業
発
展
へ
、
望
ま
し
い
社
会
像
と
競
争
戦
略
は
？

１
人
あ
た
り
生
産
性
向
上
へ

少
子
化
日
本
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
化
を
進
め
る

町
田　

で
は
、
持
続
的
な
産
業
発
展
に
向
け
て
、
社
会
や
企
業
は
ど

う
あ
れ
ば
い
い
で
す
か
。

秋
山　

先
ほ
ど
の
Ｉ
Ｍ
Ｄ
や
Ｗ
Ｅ
Ｆ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
、
何
を
も
っ
て

産
業
競
争
力
か
と
い
う
部
分
は
あ
る
に
し
ろ
、
大
事
な
こ
と
は
、
過

去
や
現
在
が
ど
う
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
、
日
本
人
な
り
日
本
企

業
と
し
て
意
識
し
な
い
と
い
け
な
い
課
題
は
、
１
人
あ
た
り
の
生
産

性
。
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
生
産
性
を
上
げ

な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
。

　

こ
の
20
年
間
、
鴻
海
な
ど
海
外
企
業
が
も
の
づ
く
り
分
野
で
も
成

長
す
る
な
か
で
、
日
本
企
業
は
、
先
行
き
不
透
明
だ
か
ら
と
設
備
投

資
を
控
え
て
い
た
。
で
も
、
諸
外
国
の
企
業
は
勝
つ
た
め
に
積
極
的

に
投
資
。
日
本
は
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
後
ろ
向
き
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
今
後
を
考
え
る
と
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
に
は
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
化
・

省
人
化
は
雇
用
問
題
と
関
わ
る
の
で
、
欧
米
な
ど
は
非
常
に
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
人
手
不
足
で
困
っ
て
い
る
の
で
、
省
人

化
に
対
す
る
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
や
す
い
。
こ
の
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
を
生
か
し
て
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
、
日
本
の
産
業
競

争
力
の
望
ま
し
い
姿
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
産
業
発
展
と
い
う
面
で

は
非
常
に
重
要
で
す
。
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Ｗ
Ｅ
Ｆ

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
競
争

力
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
生
産
性

を
左
右
す
る
12
の
中
項
目
と

１
０
０
以
上
の
小
項
目
を
評
価

し
て
算
出
。
最
新
版
で
は
１
位

が
８
年
連
続
ス
イ
ス
、
２
位
ア

メ
リ
カ
、
３
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。

04
年
の
人
材
派
遣
業
に
関
す
る

規
制
緩
和

派
遣
対
象
業
務
を
原
則
自
由
化

す
る
と
い
う
改
正
を
柱
に
、
従

来
の
規
制
の
あ
り
方
を
大
幅
に

変
更
。
製
造
業
へ
の
派
遣
を
解

禁
し
た
の
に
加
え
、
派
遣
可
能

期
間
を
大
幅
に
緩
和
。
３
年
を

上
限
と
し
て
い
た
業
務
は
無
期

限
に
、
１
年
と
し
て
い
た
業
務

は
３
年
以
内
の
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
た
期
間
へ
と
緩
和
し
た
。
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つ
い
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
社
会
課
題
を
解
決
す

る
と
い
う
日
本
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
必
ず
世

界
の
役
に
立
つ
。
世
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
時
代
が
控
え
て
い
る
な

か
で
、
特
区
な
ど
制
度
改
革
を
進
め
、
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
を
い

か
に
社
会
実
装
し
て
い
く
か
。
こ
れ
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

川
口　

特
区
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
か
ら
は
国
単
位
の
戦
い
と
い

う
よ
り
、
数
多
く
の
都
市
対
抗
戦
に
な
っ
て
い
く
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
を
都
市
で
奪
い
合
う
た
め
、
生
き
残
り
を
か
け
て
都
市
が
戦
う

構
造
が
ま
す
ま
す
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
特
区
を
明

確
に
打
ち
出
し
て
い
る
日
本
は
か
な
り
珍
し
い
。
都
市
単
位
で
成
長

を
考
え
、
都
市
対
抗
で
競
争
を
促
す
特
区
と
い
う
考
え
方
は
と
て
も

い
い
。
政
府
が
で
き
る
数
少
な
い
救
い
の
手
で
す
。

町
田　

例
え
ば
今
、
配
車
ア
プ
リ
が
普
及
し
な
い
先
進
国
は
日
本
と

ド
イ
ツ
。
ど
ち
ら
も
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
強
く
、
特
区
な
ど
限
定
地

域
内
に
押
さ
え
込
む
よ
う
な
形
で
し
か
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
認
め
な

い
。
京
丹
後
市
な
ど
数
カ
所
で
し
か
実
現
し
て
い
な
い
ん
で
す
。
こ

れ
は
自
分
た
ち
の
新
た
な
挑
戦
の
手
足
を
縛
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
特
区
制
度
で
実
際
に
都
市
間
競
争
は
進
ん
で
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

秋
山　

特
区
制
度
は
都
市
間
競
争
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
制
度
設
計
的
に
は
、
都
市
間
競
争
と
い
う
よ
り
は
岩
盤

規
制
の
突
破
実
例
を
つ
く
る
。
実
証
実
験
で
効
果
を
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
全
国
展
開
を
行
う
。
最
初
か
ら
全
国
で
や
る
の
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
自
治
体
か
ら
の
提
案
を
検
討
す
る
な
か
で
、

特
区
で
試
す
か
、
全
面
的
に
解
禁
し
よ
う
と
な
る
か
。
特
区
の
ス
テ

ッ
プ
を
踏
ま
ず
に
全
国
展
開
す
る
例
も
実
際
あ
る
ん
で
す
。

町
田　

そ
れ
が
本
来
王
道
で
あ
る
べ
き
で
す
よ
ね
。

秋
山　

そ
う
。
だ
か
ら
検
討
過
程
を
も
っ
と
加
速
し
た
い
ん
で
す
。

町
田　

私
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
配
車
ア

プ
リ
を
つ
く
っ
て
い
て
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
め
ざ
す
小

さ
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
規
制
を
突
破
し
た
ん
で
す
。
通
常
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
料
金
を
徴
収
す
る
か
ら
タ
ク
シ
ー
業
と
し
て
の
認
可
が

必
要
で
す
。
し
か
し
こ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
「
報
酬
制
で
す
、
単

な
る
お
礼
で
、
お
礼
の
金
額
は
決
め
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
で
、
８

月
か
ら
与
論
島
で
実
験
を
開
始
し
た
。
こ
う
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神

溢
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
工
夫
が
規
制
を
突
き
崩
し
に
行
か
な
い

と
、
突
破
口
は
な
か
な
か
広
が
ら
な
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、産
業
構
造
や
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
変
革
に

つ
な
が
る
日
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
だ

川
口　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ＊

特
区＊

も
あ
り
ま
す
。
今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
概
念

が
世
界
を
席
巻
し
て
い
て
、
全
世
界
で
２
５
０
０
兆
円
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
牽
引
し
て
い
る
投
資
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
既

に
全
体
の
投
資
の
半
分
以
上
、
日
本
で
は
ま
だ
３
％
程
度
。
遅
ま
き

な
が
ら
６
月
に
日
本
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
特
区
と
し
て
29
都
市
を
選
定
し
た

状
況
で
す
。

　

日
本
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
特
区
に
目
を
向
け
始
め
た
頃
、
課
題
先
進
国
日

本
の
さ
ら
に
先
進
を
い
く
北
九
州
市
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
世

界
ト
ッ
プ
６
都
市＊

に
選
ば
れ
た
。
北
九
州
の
危
機
感
は
半
端
じ
ゃ
な

い
。
生
き
残
り
の
た
め
に
看
板
が
必
要
だ
と
考
え
、
国
が
言
い
出
す

前
に
世
界
の
看
板
を
取
っ
た
。
日
本
で
は
北
九
州
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
先

進
都
市
だ
と
い
う
看
板
を
世
界
的
に
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

お
金
と
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
他
と
違
う
も
の
を
先
に
出
し
て
生
き

残
る
と
い
う
戦
略
が
課
題
先
進
都
市
か
ら
生
ま
れ
た
の
は
、
素
晴
ら

し
い
。

川
口　

個
人
の
生
産
性
向
上
は
日
本
の
大
問
題
で
、
生
産
性
が
高
い

国
と
し
て
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

楽
し
て
儲
け
る
こ
と
を
生
産
性
が
高
い
と
い
い
、
結
局
、
少
な
い
元

手
で
た
く
さ
ん
お
金
を
儲
け
な
い
限
り
、
生
産
性
は
上
が
ら
な
い
。

原
価
を
下
げ
て
利
潤
を
稼
い
だ
り
、
会
議
時
間
の
短
縮
な
ど
も
生
産

性
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
商
品
を
５
０
０
０
円
で
な
く
20
万

円
で
売
れ
な
い
か
、
中
身
は
変
え
ず
に
ラ
ベ
ル
だ
け
変
え
て
儲
か
る

よ
う
考
え
る
こ
と
は
、
生
産
性
向
上
の
本
丸
の
話
。
日
本
は
課
題
先

進
国
で
す
が
、
今
あ
る
リ
ソ
ー
ス
、
置
か
れ
た
状
況
を
最
大
限
レ
バ

レ
ッ
ジ
し
て
、
ど
れ
だ
け
価
値
に
変
え
ら
れ
る
か
を
考
え
る
。
こ
れ

こ
そ
が
生
産
性
の
本
丸
の
議
論
で
す
。

課
題
先
進
国
だ
か
ら
こ
そ
、岩
盤
規
制
を
突
破
し
て

技
術
的
可
能
性
を
社
会
に
実
装
す
る

秋
山　

日
本
は
古
い
時
代
の
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
変
革
が
進
ん
で

い
な
い
た
め
、
技
術
的
に
は
で
き
る
こ
と
が
、
社
会
的
・
制
度
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
制
約
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
ど
う
扉

を
こ
じ
あ
け
て
い
く
か
。

　

私
、
２
０
１
３
年
よ
り
国
家
戦
略
特
区＊

の
制
度
設
計
か
ら
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
長
年
の
岩
盤
規
制
、
例
え
ば
Ｉ
Ｔ
技
術

を
使
っ
た
遠
隔
診
療
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、
企
業
の
農
地
所
有
に
よ
る

農
業
参
入
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
市
町
村
が
消
滅
す
る
と
い
う
危
機

感
を
持
た
れ
た
首
長
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
特
区
の
規
制
緩
和

と
し
て
実
現
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
あ
る
。
こ
れ
を
特
区
で
な
く
全

国
的
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
し
、
日
本
の
こ

れ
か
ら
の
あ
る
べ
き
姿
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
で
人
も
減
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
は
課
題
先
進

国
で
す
が
、
中
国
も
韓
国
も
あ
っ
と
い
う
間
に
少
子
高
齢
化
は
追
い

川口 盛之助　　かわぐち　もりのすけ
未来研究者　株式会社盛之助代表取締役
社長　日経BP未来ラボ 客員研究員
1961年兵庫県生まれ。慶応義塾大学工学
部卒、米イリノイ大学理学部修士課程修
了。日立製作所で素材や生産技術開発に
携わった後、コンサルティングファー
ムのアーサー･D･リトル・ジャパンに参
画。同アソシエート・ディレクターを務
めた後、株式会社盛之助を設立。国内の
みならずアジア～中東各国の政府機関か
らの招聘を受け、コンサルティングを実
施。2014年マレーシア/マハティール首
相の非営利団体からブランドローリエー
ト賞受賞。近著「メガトレンド」シリー
ズでは、精緻で広範な未来予測を編纂、
ビジョナリストとして高い評価を受ける。
同書の世界観に基づく文部科学省の将来
社会ビジョン策定プロジェクトや、自民
党「国家戦略本部」のビジョン策定など
にも携わる。　
https://morinoske.com/

国
家
戦
略
特
区

「
世
界
で
一
番
ビ
ジ
ネ
ス
を
し

や
す
い
環
境
」
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
や
分
野
を
限

定
す
る
こ
と
で
、大
胆
な
規
制
・

制
度
の
緩
和
や
税
制
面
の
優
遇

を
行
う
規
制
改
革
制
度
。
13
年

度
に
関
連
す
る
法
律
が
制
定
さ

れ
、
14
年
５
月
に
最
初
の
区
域

が
指
定
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable Development Goals

）

持
続
可
能
な
開
発
目
標
。
15
年

９
月
国
連
で
、人
間
・
地
球
及
び

繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し

て
、17
の
目
標
が
採
択
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
特
区

地
方
創
生
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
自
治
体
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
推
進
。
日
本
全
体
に
お

け
る
持
続
可
能
な
経
済
社
会
づ

く
り
を
進
め
、
そ
の
優
れ
た
取

り
組
み
を
世
界
に
発
信
し
よ
う

と
い
う
も
の
。
18
年
６
月
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
29
都
市
、

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業

10
事
業
を
選
定
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
世
界
ト
ッ
プ
６
都
市

18
年
４
月
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の

モ
デ
ル
都
市
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
が
６
都

市
を
認
定
。
日
本
・
北
九
州
市
、

ド
イ
ツ
・
ボ
ン
市
、
イ
タ
リ
ア
・
ト

ス
カ
ー
ナ
州
、
イ
タ
リ
ア･

フ
リ
ウ

リ
＝
ヴェ
ネ
ツ
ィ
ア・ジュリ
ア
自
治

州
、
デ
ンマ
ー
ク・南
デ
ンマ
ー
ク
地

方
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
コ
ル
ド
バ
州
。
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こ
れ
ま
で
業
務
の
海
外
移
転
で
は
、
ま
ず
製
造
業
が
海
外
生
産
に

切
り
替
え
た
こ
と
で
、
国
内
雇
用
の
喪
失
・
産
業
空
洞
化
が
言
わ
れ

ま
し
た
。
今
や
海
外
移
転
の
主
役
は
サ
ー
ビ
ス
業
。
飲
食
・
小
売
や

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
、
学
習
塾
な
ど
が
２
０
１
０
年
頃
か
ら
す
ご
い

勢
い
で
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
進
出
し
て
お
り
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
お

も
て
な
し
、
少
し
や
り
過
ぎ
か
な
と
思
う
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
海
外

で
も
成
立
し
得
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
国
内
産
業
を
衰
退
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
純
増
に
な
る
点
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
面
で
は
、
来
て
い
た
だ
い
て
、
触
っ
て
も
ら
わ
な

い
と
わ
か
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
典
型
例
が
暖
房
便
座
や

シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ
。
98
年
の
長
野
五
輪
の
と
き
に
海
外
の
人
が
こ
れ

ら
に
触
れ
て
驚
い
て
持
ち
帰
っ
た
の
が
、
こ
れ
ら
製
品
が
海
外
で
普

及
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
あ
れ
は
肌
で
感
じ
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
そ
の
延
長
に
日
本
の
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
触
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
を
体
験
い
た
だ
く
。
海
外
進
出
し
て
販

路
を
広
げ
て
い
く
こ
と
と
、
来
て
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
価
値
を
わ

か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
戦
略
で
す
。

町
田　

ア
ジ
ア
の
成
長
を
取
り
込
み
輸
出
を
伸
ば
す
話
は
以
前
か
ら

あ
り
ま
し
た
が
、
輸
出
総
額
で
ま
だ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
ピ
ー

ク
に
追
い
つ
か
な
い
。
だ
か
ら
輸
出
は
必
要
で
す
が
、
同
時
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
も
掘
り
起
こ
す
。
訪
日
客
が
自
国
へ
戻
っ
て
宣
伝
し

て
く
れ
る
効
果
も
あ
る
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
自
体
、
日
本
の
百
貨
店

な
ど
流
通
の
業
績
を
支
え
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

労
働
市
場
の
持
続
性
へ
、外
国
人
の
受
け
入
れ
と

日
本
の
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を

町
田　

外
国
人
の
受
け
入
れ＊

で
は
、
６
月
の
骨
太
の
方
針
で
、
単
純

労
働
者
も
含
め
て
受
け
入
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
簡
単
な
試

秋
山　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
て
言
え
ば
、
確
か
に
投
資
の
世
界
で
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資＊

と
い
う
考
え
方
が
、
日
本
の
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ＊

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
っ
て
世
界
で
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

あ
る
意
味
、
環
境
や
共
生
を
大
事
に
し
て
き
た
日
本
ら
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
。
そ
れ
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
含
め
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
い
う
形
で
、
日
本

が
世
界
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ

Ｓ
Ｇ
の
考
え
方
は
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
構
造
変
革
や
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
変
革
に
つ
な
が
る
。
日
本
が
自
分
た
ち
の
強
み
を
発
見
し
、
自
信

を
持
っ
て
進
め
る
と
い
う
意
味
で
は
、
持
続
的
な
産
業
発
展
に
つ
な

が
り
、
私
は
と
て
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド・ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
と
も
に

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
を
日
本
の
持
続
的
発
展
の
糧
に

秋
山　

も
う
一
つ
は
、
国
内
市
場
が
頭
打
ち
の
一
方
で
、
中
国
・
イ

ン
ド
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
成
長
を
日
本
の
持
続
的
な
産
業
発

展
あ
る
い
は
産
業
構
造
変
革
の
糧
に
す
る
。
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
を
顧

客
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
風
土
も
生
活
環
境
も
違
う
ア

ジ
ア
諸
国
の
人
た
ち
が
、
何
に
喜
ん
で
お
金
を
払
う
の
か
、
何
が
な

く
て
困
っ
て
い
る
の
か
。
何
も
か
も
日
本
人
で
や
る
の
で
は
な
く
て
、

も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
、
現
地
の
人
材
や
商
慣
行
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
担
う
企
業
な
ど
、
現
地
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
が
最
も
効

率
的
で
効
果
的
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
も
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
も
ア
ジ

ア
に
着
目
す
る
と
、
も
う
外
に
向
か
っ
て
出
て
い
く
し
か
な
い
ん
で

す
。

町
田　

グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
点
で
は
、
内
な
る
国
際
化
も
あ
り
ま
す
。

秋
山　

そ
う
で
す
ね
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
話
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

い
う
と
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
海
外
か
ら
大
勢
人
が
来
た
と
き
、

配
車
ア
プ
リ
を
使
え
な
い
日
本
を
ど
う
思
う
か
、
気
が
か
り
で
も
あ

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

環
境
（Environm

ent

）・
社

会
（Social

）・
ガ
バ
ナ
ン
ス

（Governance

）
を
重
視
、
社

会
問
題
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を

評
価
す
る
投
資
。
全
世
界
で

２
５
０
０
兆
円
に
上
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行

政
法
人
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

18
年
6
月
の
骨
太
の
方
針
で
、

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対
応

す
べ
く
、
新
た
な
在
留
資
格
を

創
設
。
生
産
性
向
上
や
国
内
人

材
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
な
お
外
国
人
材
の
受

け
入
れ
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

業
種
に
お
い
て
受
け
入
れ
る
。

在
留
期
間
の
上
限
を
通
算
５
年

と
し
、
家
族
の
帯
同
は
基
本
的

に
認
め
な
い
。
但
し
、
滞
在
中

に
一
定
の
試
験
に
合
格
す
る
な

ど
よ
り
高
い
専
門
性
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、

在
留
期
間
の
上
限
を
付
さ
ず
、

家
族
帯
同
を
認
め
る
な
ど
の
取

り
扱
い
を
可
能
と
す
る
た
め
の

在
留
資
格
上
の
措
置
を
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

秋山　咲恵　　あきやま　さきえ
サキコーポレーション代表取締役社長
1962年大阪府生まれ、奈良県出身。京都
大学法学部卒。アンダーセン・コンサル
ティング（現アクセンチュア）を経て、
94年技術系ベンチャー「サキコーポレー
ション」を起業。電子機器のプリント基
板検査装置で世界的シェアを獲得。日経
WOMAN「ウーマン・オブ・ザ・イヤー
2006」など受賞。著書『仕事力は習慣
で鍛えなさい』、関連書籍『プロフェッ
ショナル 仕事の流儀─ベンチャー企業
経営者･秋山咲恵』など。政府税制調査
会、財政制度等審議会委員などの委員、
産業競争力会議民間議員、ローソン社外
取締役などを歴任。現在では、京都大学
経営協議会委員、ジェトロ運営審議会委
員、経済産業省産業構造審議会委員、内
閣府国家戦略特区WG委員なども務める。
http://www.sakicorp.com

世界のＧＤＰ予測

IMF（国際通貨基金）、米エネルギー省の資料をもとに川口氏作成

り
ま
す
。
日
本
は
人
口
が
減
り
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
人
口
が

ま
す
ま
す
増
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
外
で
も
内
で
も
ア
ジ
ア
な
ど
新

興
国
の
成
長
を
自
分
た
ち
の
持
続
的
な
産
業
発
展
の
糧
に
す
る
。
こ

れ
が
や
っ
ぱ
り
基
本
で
す
。

川
口　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
デ
ー
タ
で
も
、
21
世
紀
後
半
に
向
け
て
世
界
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
ほ
と
ん
ど
が
途
上
国
。
う
ち
７
〜
８
割
は
ア
ジ
ア
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
ア
フ
リ
カ
・
中
東
、

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
南
米
の
よ
う
に
、
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
と
南
ア

ジ
ア
が
そ
ば
に
い
て
、
そ
こ
が
大
き
な
市
場
に
な
る
。

O
E
C
D

非
O
E
C
D

ア
ジ
ア
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国
の
地
方
経
済
を
支
え
て
き
た
中
小
企
業
の
事
業
継
続
が
今
、
非
常

に
危
う
く
な
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
東
京
の
人
に
は
、
地
方
の
人
た

ち
の
実
情
は
理
解
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
地
方
の
人
た
ち
の
危
機
感

を
、
い
か
に
問
題
解
決
に
つ
な
い
で
い
く
か
が
大
事
で
す
。

町
田　

外
国
人
労
働
者
を
ど
こ
か
ら
採
る
か
。
実
は
ア
ジ
ア
だ
け
で

は
な
い
ん
で
す
。
今
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
を
辞
め
て
カ
ナ
ダ
側
に
移
住
す
る

人
が
す
ご
い
勢
い
で
増
え
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
の
移
民
政
策
が

強
烈
な
の
で
、
優
秀
な
人
を
先
進
国
か
ら
採
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ

と
を
加
え
て
お
き
た
い
。今

後
の
課
題
と
方
策
は
？

平
均
年
齢
46
歳
、世
界
最
高
齢
の
日
本
に
と
っ
て
、

人
口
減
は
世
代
交
代
・
新
陳
代
謝
の
チ
ャ
ン
ス

町
田　

で
は
今
後
の
課
題
と
方
策
に
話
を
進
め
ま
す
。
川
口
さ
ん
は

ど
う
で
す
か
。

川
口　

人
が
減
る
の
は
悲
し
い
話
だ
と
い
う
の
は
百
も
承
知
で
、
敢

え
て
私
は
、
良
い
話
だ
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
。
既
に
兆
し
は
あ
り

ま
す
。
労
働
市
場
が
売
り
手
市
場
化
し
て
い
て
、
そ
れ
は
さ
ら
に
加

速
す
る
。
若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
自
分
の
人
生
の
選
択
肢
が
増
え
、
年

を
取
る
ほ
ど
不
利
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
年
功
序
列

的
な
も
の
を
破
壊
す
る
最
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
上
の
人
た
ち
が
胡
座

を
か
い
て
古
い
考
え
方
を
押
し
つ
け
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
人

が
い
な
く
な
り
、
会
社
は
滅
び
る
。

　

で
す
か
ら
、
自
分
も
含
め
て
、
50
代
以
上
は
基
本
的
に
は
偉
そ
う

に
し
ち
ゃ
い
け
な
い
（
笑
）。
若
い
人
こ
そ
が
未
来
な
の
で
、
若
い

人
の
意
見
を
ま
ず
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
是
と
す
る
。
古
ダ
ヌ
キ
と
し
て

は
、
そ
れ
を
ど
う
最
大
化
す
る
か
に
知
恵
を
貸
す
。
早
く
自
分
も
含

験
で
５
年
、
そ
の
間
に
新
た
な
就
業
資
格
を
得
れ
ば
永
住
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
場
合
は
家
族
の
帯
同
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
か

ら
、
人
手
不
足
を
補
う
労
働
市
場
に
加
え
、
壮
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

も
う
一
つ
新
た
に
誕
生
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
企
業
は
変
化
を
恐
れ

ず
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
掘
り
起
こ
す
方
向
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

外
国
人
労
働
者
の
問
題
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

秋
山　

今
ま
で
議
論
す
る
こ
と
さ
え
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ

が
一
部
、
具
体
的
な
政
策
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
自
体
、
日
本
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
す
。

　

働
き
手
が
絶
対
的
に
足
り
な
い
こ
と
に
加
え
、
高
齢
化
が
進
み
年

金
制
度
が
限
界
に
な
っ
た
。
持
続
性
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
日
本
人

の
自
助
努
力
で
ど
う
支
え
て
い
く
か
。
将
来
の
た
め
に
若
者
や
子
供

の
教
育
の
問
題
が
大
前
提
と
し
て
あ
り
ま
す
し
、
女
性
や
高
齢
者
も

含
め
た
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
。
こ
れ
は
１
人
あ
た
り
生
産
性

を
上
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

町
田　

で
き
る
だ
け
長
く
労
働
人
口
で
い
て
も
ら
う
た
め
で
す
ね
。

秋
山　

そ
う
で
す
。
そ
れ
が
結
果
的
に
は
、
年
金
制
度
も
含
め
た
国

全
体
の
持
続
性
を
支
え
る
し
、
労
働
市
場
や
産
業
構
造
の
持
続
性
も

上
げ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

町
田　

人
口
減
に
対
し
て
は
、
製
造
現
場
の
Ａ
Ｉ
化
や
自
動
化
で
生

産
性
を
上
げ
て
を
カ
バ
ー
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
が
最
優
先
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
増
え
れ
ば
そ

れ
な
り
の
軋
轢
も
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
日
本
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
語
教
育
か
ら
職
場
・
住
居
の
手
当
、

社
会
保
障
も
全
部
セ
ッ
ト
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
人
口
減
少
の

危
機
的
状
況
を
考
え
ず
、
感
情
論
で
嫌
だ
と
言
う
人
た
ち
も
必
ず
出

て
き
ま
す
か
ら
ね
。

秋
山　

実
際
、
地
方
の
現
場
の
人
手
不
足
の
危
機
感
は
大
き
い
。
全

め
た
こ
の
世
代
が
幅
を
利
か
す
の
を
や
め
て
、
で
き
る
だ
け
頭
を
垂

れ
る
。

　

い
く
ら
制
度
や
や
り
方
を
変
え
な
き
ゃ
と
か
言
っ
て
も
、
年
寄
り

は
、
何
か
自
分
の
知
ら
な
い
新
し
い
も
の
が
出
て
き
た
と
き
、
ど
う

し
て
も
拒
絶
し
が
ち
で
す
。
ダ
グ
ラ
ス
・
ア
ダ
ム
ス＊

の
法
則
で
は
、

15
歳
ま
で
に
社
会
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
、
空
気
同
然
。
15
歳
か

ら
35
歳
ま
で
の
間
に
登
場
し
た
も
の
は
、
自
分
が
先
頭
を
切
っ
て
そ

れ
を
使
い
こ
な
す
世
代
な
の
で
、
世
界
は
変
わ
る
ぞ
と
思
う
。
35
歳

以
降
で
何
か
新
し
い
こ
と
が
起
こ
る
と
、
拒
絶
す
る
。
ビ
フ
ォ
ー
ア

フ
タ
ー
を
知
っ
て
い
る
人
は
必
ず
文
句
を
言
う
が
、
新
し
い
も
の
を

ど
う
使
い
こ
な
す
か
を
考
え
た
ほ
う
が
圧
倒
的
に
健
全
で
す
。

　

潰
す
方
向
に
傾
く
の
は
、
日
本
が
年
を
取
っ
た
。
平
均
年
齢
が
46

歳
と
、
世
界
最
高
齢
。
64
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当
時
、
日
本
の

平
均
年
齢
は
26
歳
だ
っ
た
の
で
、
新
幹
線
も
東
京
タ
ワ
ー
も
大
歓
迎
。

だ
け
ど
今
、
我
々
は
ま
ず
、
自
分
た
ち
が
も
う
46
歳
だ
と
自
覚
し
、

何
か
新
し
い
も
の
が
来
た
と
き
、
ど
う
そ
れ
を
許
容
す
る
か
を
前
提

に
置
か
な
い
と
、
そ
れ
で
な
く
て
も
数
が
多
い
46
歳
以
上
の
人
た
ち

が
、
潰
す
方
向
に
心
理
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
。
50
代
以
上
は
、

自
分
が
評
価
す
る
も
の
は
ろ
く
な
も
の
が
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と
自
分

の
価
値
観
に
対
す
る
謙
虚
さ
を
持
た
な
い
限
り
、
日
本
は
若
い
国
に

対
し
て
優
位
性
を
保
て
な
い
。
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
と
い
う
の

は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

町
田　

確
か
に
変
化
を
嫌
う
年
寄
り
は
多
い
。
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及

で
若
い
人
に
も
公
平
に
幅
広
い
視
点
で
多
様
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
よ
う

と
し
な
い
人
が
増
え
て
お
り
、
偏
っ
た
世
論
が
つ
く
り
出
さ
れ
る
危

う
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
年
寄
り
は
失
敗
経
験
も
含
め
て

議
論
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ダ
グ
ラ
ス
・
ア
ダ
ム
ス

（1952‒2001

）

イ
ギ
リ
ス
の
脚
本
家
・
Ｓ
Ｆ
作

家
。
英
国
風
ユ
ー
モ
ア
と
ウ
ィ

ッ
ト
で
知
ら
れ
、「
法
則
」
は
、

没
後
、
未
完
原
稿
な
ど
を
集
め

て
出
版
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ

ク
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「GAFA」と呼ばれるプラットフォーマーが世界で目覚ましい成長を遂げている。
写真は2018年に完成したシアトルのアマゾン本社にある植物園型ワークスペース ©Alamy/PPS通信社
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い
な
い
。
そ
れ
を
ど
う
減
ら
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

町
田　

産
業
政
策
と
し
て
は
、
変
革
に
失
敗
し
て
消
え
て
い
く
べ
き

も
の
を
残
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

秋
山
さ
ん
が
冒
頭
、
ソ
ニ
ー
の
後
、
日
本
企
業
は
出
て
こ
な
か
っ

た
と
い
う
話
を
さ
れ
た
が
、
実
は
ア
メ
リ
カ
で
も
製
造
業
は
と
っ
く

に
撤
退
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
的
な
も
の
を
含
め
た
別
の
産
業
に
さ
っ
さ

と
移
行
し
て
い
る
。
だ
か
ら
個
別
の
経
営
と
し
て
も
国
の
政
策
と
し

て
も
、
変
化
を
恐
れ
ず
大
胆
に
取
り
組
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
、
同
じ

産
業
で
何
十
年
、
何
百
年
と
食
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
賞
味
期
限
が

あ
る
こ
と
を
言
っ
て
お
き
た
い
。

川
口　

技
術
に
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
ソ
ニ
ー
が
ウ
ォ

ー
ク
マ
ン
を
出
し
た
頃
は
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
が
最
強
の
と
き

だ
っ
た
。
技
術
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
日
本
経
済
の
成
長
が
マ
ッ
チ

し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
出
現
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら
の
10
年
。
そ
の
間

に
技
術
は
出
尽
く
し
て
、
以
降
、
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
出

現
し
て
い
な
い
。
産
業
の
コ
メ
に
な
る
よ
う
な
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
出
現
す
る
時
期
は
終
わ
り
、
も
は
や
収
穫
期
に
入
っ
て
い
て
、

ひ
た
す
ら
慣
性
で
回
っ
て
い
る
だ
け
。

　

次
の
技
術
と
し
て
期
待
し
た
い
の
は
、
冒
頭
に
申
し
あ
げ
た
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
人
間
の
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
変
換

部
分
。
人
間
の
バ
イ
タ
ル
コ
ー
ド
（
生
体
信
号
）
を
読
ん
で
体
調
を

管
理
す
る
こ
と
な
ど
が
今
後
大
き
な
商
圏
に
な
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、

こ
こ
は
ま
さ
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
し

て
い
く
。
歩
留
ま
り
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
市
場
に
な
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
人
間
の
身
体
と
心
周
辺
の
要
素
技
術
に
、
限

ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
投
入
す
べ
き
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
ざ
く
ざ
く

予
算
が
つ
く
と
こ
ろ
で
技
術
開
発
を
や
っ
た
ほ
う
が
圧
倒
的
に
得
な

ん
で
す
。

産
業
に
賞
味
期
限
、技
術
に
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。

成
功
体
験
に
こ
だ
わ
ら
ず
変
革
を

秋
山　

消
え
る
産
業
と
残
る
産
業
の
違
い
は
、
世
の
中
に
必
要
と
さ

れ
る
か
ど
う
か
。
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
提
供
し
続
け
る
に
は
、
お

客
さ
ん
の
こ
と
、
市
場
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　

ア
ジ
ア
の
成
長
を
日
本
の
持
続
的
な
産
業
発
展
の
糧
に
す
る
に
は

日
本
の
、
特
に
昭
和
世
代
の
自
分
た
ち
の
成
功
体
験
を
横
に
置
い
て
、

ア
ジ
ア
や
世
界
の
ユ
ー
ザ
ー
の
姿
を
謙
虚
に
見
る
こ
と
が
必
要
だ
し
、

現
地
の
人
た
ち
の
助
け
が
必
要
で
す
。
日
本
人
だ
け
で
で
き
る
と
は

思
え
ず
、
格
好
よ
く
言
え
ば
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
人
材

戦
略
に
真
摯
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

川
口　

日
本
人
の
い
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
悪
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る

の
は
、
全
部
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
。
明
治
以
来
、
国
産
化
が

国
力
の
源
泉
だ
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
少

の
な
か
で
は
、
い
か
に
周
囲
を
う
ま
く
使
っ
て
楽
し
て
儲
け
る
か
。

成
熟
し
た
国
が
生
き
延
び
る
に
は
、
伸
び
て
い
る
国
に
投
資
す
る
し

か
な
い
。
伸
び
て
い
る
国
が
近
場
に
数
多
く
あ
る
と
き
、
極
論
す
れ

ば
、
投
資
家
に
な
っ
て
、
リ
タ
ー
ン
だ
け
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
も
い
い
。
そ
の
と
き
、
自
分
で
や
り
た
く
な
る
部
分
、
職
人
魂

に
火
が
つ
く
と
、
向
こ
う
も
警
戒
す
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
う
ま
く
回
す

た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
相
手
に
任
せ
ら
れ
る
か
、
で
す
。

秋
山　

日
本
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
技
術
革
新
の
社
会
実
装
に
持

続
的
な
産
業
発
展
の
鍵
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
技
術
的
に

解
決
で
き
る
社
会
課
題
は
数
多
く
あ
る
の
に
、
社
会
実
装
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
。
人
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
よ

く
し
た
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
り
、
世
の
中
を
い
い
方
向
に

変
え
る
こ
と
が
技
術
的
に
は
で
き
る
の
に
、
何
か
の
理
由
で
で
き
て

町
田　

例
え
ば
ソ
ニ
ー
の
黄
金
期
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
、
自
分
の
育
て
て
き
た
商
品
を
全
否
定
し
て
次

の
も
の
に
乗
り
換
え
て
い
く
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
っ
た
。
あ

あ
い
う
マ
イ
ン
ド
を
、
今
の
経
営
者
も
持
っ
て
ほ
し
い
。
成
功
し
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
ら
変
わ
れ
な
い
。

電
力
会
社
は
電
装
化
す
る
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
担
い

地
域
経
済
の
新
た
な
生
態
系
構
築
を

町
田　

最
後
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
の
役
割
と
課
題
と
い
う
こ
と
で
、

電
力
会
社
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。

川
口　

私
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
な
く
な
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
が
強
気
に
な
っ
て
い
る
最
大
の
理

由
は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や
石
油
が
余
っ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
が
無
敵

に
な
っ
た
か
ら
。
そ
の
意
味
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
か
枯
渇
問

題
は
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
地
域
は
危
機
的
状
況
。
地
方
に
行
く
と
、
銀
行
と
電
力
会

社
と
県
庁
の
就
職
人
気
が
高
い
。
電
力
会
社
は
地
域
そ
の
も
の
で
す

か
ら
、
当
事
者
意
識
と
危
機
感
を
持
っ
て
、
地
域
を
ど
う
や
っ
て
興

し
て
い
く
か
を
考
え
る
。
そ
れ
を
電
力
会
社
に
は
求
め
た
い
。

秋
山　

私
は
２
点
。
一
つ
は
、
今
後
、
技
術
革
新
で
社
会
を
よ
く
し

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

起
き
る
こ
と
と
し
て
、
人
間
の
身
体
も
そ
う
だ
し
、
社
会
で
は
自
動

車
が
機
械
の
塊
か
ら
Ｅ
Ｖ
、
電
子
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
塊
に
な
り
、
そ
こ

に
無
数
の
セ
ン
サ
ー
が
つ
い
て
、
自
動
車
と
い
う
よ
り
社
会
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
イ
ン
フ
ラ
に
な
っ
て
い
く
。
私
も
今
、
Ｅ
Ｖ
に
乗
っ
て
い
て
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
行
く
代
わ
り
に
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
給
電
し

て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
工
場
だ
け
で
な
く
、
社
会
中
に
セ
ン
サ
ー

が
埋
め
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
全
て
デ
ー
タ
通
信
機
能
を
持
っ
て
、
全

電力会社には地域経済活性化の担い手としての役割が求められている
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部
電
気
で
動
く
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
通
信
も
含
め
た

新
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
く
の
が
電
力
会
社
の
新
し
い
使

命
に
な
る
。
そ
う
い
う
役
割
を
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
持
続
可
能
な

形
で
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

二
つ
目
は
、
電
力
会
社
は
日
本
の
地
方
創
生
に
対
す
る
責
任
を
負

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
経
済
の
生
態
系
の
循
環
は
、
な
か
な
か

地
方
自
治
体
に
は
つ
く
れ
な
い
。
や
っ
ぱ
り
経
済
を
回
し
て
い
る
主

体
が
重
要
な
役
割
を
担
う
。
単
に
お
金
を
落
と
す
だ
け
で
な
く
、
社

会
変
化
の
な
か
で
新
し
い
地
域
経
済
の
生
態
系
を
ど
う
つ
く
っ
て
い

く
か
の
取
り
組
み
が
社
会
的
使
命
と
し
て
求
め
ら
れ
る
し
、
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
田
　
確
か
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
人
々
の
暮
ら
し
に
も
産
業
活
動
に

も
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
か
ら
、
少
し
で
も
低
廉
に
。
か
つ
、
安

定
供
給
の
努
力
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
関
西
電
力
の
供

給
地
域
な
り
進
出
地
域
の
産
業
競
争
力
を
支
え
る
大
き
な
要
因
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
、
資
源
の
な
い
国
だ
か
ら
電
源
構
成
の
多
様
化
を
図

り
続
け
る
し
か
な
い
こ
と
は
、
変
わ
ら
な
い
。
国
が
示
し
て
い
る
２

０
３
０
年
の
電
源
構
成
、
原
子
力
の
20
〜
22
％
維
持
は
リ
プ
レ
イ
ス

な
く
し
て
あ
り
得
な
い
。
政
府
は
世
論
の
反
発
を
怖
れ
て
リ
プ
レ
イ

ス
に
言
及
し
ま
せ
ん
が
、
電
力
会
社
か
ら
政
府
に
対
し
も
っ
と
ア
グ

レ
ッ
シ
ブ
に
要
請
す
る
な
り
広
報
活
動
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

秋
山
　
電
源
構
成
は
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
は
発
電
と
送
電
の
世
界
だ
っ
た
が
、今
後
は
発
電
・

送
電
に
加
え
て
、
蓄
電
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
せ
ば
、
蓄

電
と
い
う
新
し
い
分
野
が
あ
る
。
そ
こ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
ぜ
ひ

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

町
田
　
そ
の
意
味
で
は
、
機
動
的
に

戦
略
を
見
直
し
て
、
必
要
に
応
じ
て

オ
ー
プ
ン
に
議
論
し
て
ほ
し
い
。
例

え
ば
太
陽
光
発
電
は
、
日
が
暮
れ
る

と
止
ま
る
。
そ
の
頃
み
ん
な
が
帰
宅

し
、
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
て
、
食
事
の

準
備
を
始
め
る
か
ら
、
電
力
消
費
が

増
え
る
。
す
る
と
、
蓄
電
や
火
力
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
し
に
太
陽
光
だ

け
や
っ
て
い
る
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
。
電
源
構
成
に
つ
い
て
も
っ
と

オ
ー
プ
ン
に
議
論
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
で
す
ね
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
２
０
１
８
年
８
月
６
日 

実
施
）　

編
集
／
田
窪
由
美
子

産業競争力への
視点

世界の中で日本が、日本の中で関西が、存在感を示せなくなっていると指摘されて久しい。

果たして競争力はなくなったのか、どこに着眼して動けばいいか？

産業競争力強化へ、「日本の産業」「競争戦略」「関西経済」といった

各側面について、各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──

©YouraPechkin/iStock/Getty Images Plus
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日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

久
し
い
。

　

要
因
の
一
つ
は
生
産
性
の
低
さ
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
35
カ
国
の
労
働
生
産
性
を
比
較
す
る
と
、
日

本
は
時
間
あ
た
り
で
20
位
、
１
人
あ
た
り
は
21
位

（
２
０
１
６
年
）。
ど
ち
ら
も
主
要
先
進
国
で
は
最
低

だ
。
と
り
わ
け
サ
ー
ビ
ス
業
の
労
働
生
産
性
は
低
く
、

ア
メ
リ
カ
の
半
分
以
下
に
留
ま
る
。
た
だ
個
々
の
業

種
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
比
較
す
る
と
日
本
が
上
回
る

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
は
労
働
者

の
質
が
低
い
の
で
は
な
く
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
の
に
収
益
化
で
き
て
い
な
い
。
労
働

者
の
立
場
で
言
え
ば
、
稼
げ
て
い
な
い
の
だ
。

　

経
営
者
に
す
れ
ば
、
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
人
材
を
割

安
で
使
え
る
わ
け
だ
か
ら
、
新
た
に
設
備
投
資
を
行

う
よ
り
人
を
雇
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
し
ま
う
。

実
際
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
20
年
余
り
、
企
業
の
設
備

投
資
は
進
ま
ず
、「
モ
ノ
よ
り
人
」
の
労
働
集
約
的

経
営
が
蔓
延
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
非
正
規

雇
用
の
拡
大
だ
。
主
婦
や
シ
ニ
ア
な
ど
多
様
な
働
き

手
の
増
加
は
労
働
人
口
が
減
少
す
る
日
本
に
と
っ
て

不
可
欠
な
こ
と
だ
が
、
皮
肉
に
も
こ
れ
で
賃
上
げ
は

さ
ら
に
遠
の
き
、
長
く
買
い
手
市
場
が
続
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
昨
今
、
い
よ
い
よ
労
働
力
が
枯
渇
し
、

売
り
手
市
場
に
移
行
。
企
業
は
、
高
い
人
件
費
で
も

賄
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
変
え
る
か
、
人
か
ら
機

械
に
代
え
る
か
、
を
迫
ら
れ
、
そ
れ
が
で
き
な
い
企

業
は
急
速
に
衰
退
し
て
し
ま
う
。
安
い
人
件
費
に
よ

る
労
働
集
約
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
存
続
し
、
設
備

投
資
抑
制
に
よ
る
１
人
あ
た
り
の
生
産
性
が
さ
ら

に
伸
び
悩
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
金
が
一
層
低
迷

す
る
─
─
こ
の
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
が
今
や
逆
転

し
、
賃
上
げ
や
待
遇
改
善
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い

る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
新
た

な
設
備
投
資
の
流
れ
が
起
き
て
き
た
の
も
「
人
か
ら

モ
ノ
」
へ
の
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
。
特
に
人
手
不
足
の

日
本
で
は
他
国
ほ
ど
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
と
い

う
反
発
を
招
く
こ
と
も
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
業
、
医

療
・
介
護
な
ど
人
手
不
足
分
野
を
中
心
に
設
備
投
資

を
進
め
れ
ば
、
生
産
性
向
上
か
ら
賃
上
げ
と
い
う
好

循
環
を
生
み
出
せ
る
。

　

日
本
企
業
が
苦
戦
す
る
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
圧

倒
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
不
足
だ
。
第
２
の
グ
ー
グ

ル
や
ア
マ
ゾ
ン
を
生
み
出
す
べ
く
、
先
進
国
が
軒
並

み
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の

シ
フ
ト
を
急
ぐ
な
か
、
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
も
の
づ
く

り
で
勝
負
し
て
き
た
日
本
企
業
は
、
既
存
分
野
の
高

度
化
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
せ
ず
、
新
分
野
や
新

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
疎
か
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ま

ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
な
け
れ
ば
、
レ
ガ

シ
ー
企
業
で
あ
っ
て
も
衰
退
は
免
れ
な
い
。

産 業 競 争 力 へ の 視 点

安
田
洋
祐 

大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授

日
本
の
産
業

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
好
循
環
へ
、

逆
転
の
時

やすだ　ようすけ
大阪大学大学院経済学研究科准教授

（ゲーム理論、産業組織論）
1980年東京都生まれ。東京大学経済
学部卒、プリンストン大学経済学部より
修士号（M.A.）取得、同博士号（Ph.
D.）取得。京都大学経済研究所非常
勤講師、 東京財団VCASIフェロー、
政策研究大学院大学助教授などを経
て、14年より現職。メディアで幅広く経
済学の普及に努める。著書『欲望の
資本主義』『経済学で出る数学』、訳書

『レヴィット ミクロ経済学 発展編』『レ
ヴィット ミクロ経済学 基礎編』など。
https://sites .google .com/site/
yosukeyasuda/jp

　

小
売
全
面
自
由
化
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
も
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
は
大
き
い
。
例
え
ば
行
動

経
済
学
の
知
見
に
よ
っ
て
消
費
者
の
行
動
変
容
を
促

す
「
ナ
ッ
ジ
」（nudge

＝
肘
で
軽
く
突
く
）
の
実
践
。

電
力
使
用
量
を
抑
え
て
ほ
し
い
と
き
他
者
と
の
比
較

情
報
を
見
え
る
化
し
て
発
信
す
る
な
ど
、
世
界
的
に

も
新
し
い
手
法
「
ナ
ッ
ジ
」
を
使
っ
て
新
し
い
解
決

法
の
発
見
に
挑
ん
で
ほ
し
い
。

　

関
西
電
力
は
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
に
伴
い
、

料
金
値
下
げ
を
実
施
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
嬉
し
い

が
、
値
下
げ
よ
り
低
炭
素
化
へ
の
投
資
を
求
め
る

ユ
ー
ザ
ー
も
い
る
は
ず
だ
。
わ
か
り
や
す
い
価
格
だ

け
で
な
く
、
企
業
全
体
の
価
値
を
高
め
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
怠
り
な
く
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

但
し
明
る
い
兆
し
は
あ
る
。
一
つ
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
主
戦
場
が
バ
ー
チ
ャ
ル
な
ネ
ッ
ト
空
間
か

ら
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
家
電
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
運
転
な

ど
、
バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
の
融
合
領
域
に
移
り
つ

つ
あ
る
こ
と
だ
。
ス
マ
ホ
な
ら
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は

利
便
性
を
考
え
れ
ば
許
せ
る
が
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

ク
ル
マ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
人
命
に
直
結
す
る
。
リ
ア
ル

な
世
界
に
近
づ
く
ほ
ど
安
全
性
・
信
頼
性
が
価
値
を

持
つ
た
め
、「
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」
の
伝
統
が

強
み
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
志
す
人
の
増
加
も
明
る
い
兆
し
だ
。

若
者
の
間
で
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
＝
イ
ケ
て
る
」
と
い
う

認
識
が
広
が
り
、
な
か
で
も
東
京
大
学
で
は
理
工
系

学
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
在
学
生
に
よ
る
「
東
大
発
ベ

OECD加盟諸国の労働生産性（2016年）

◦時間あたり	 ◦1人あたり

日米のサービス品質の差
日本のサービス品質は10〜20％米国より高い

＊単位：購買力平価換算USドル
OECDデータベースに基づく日本生産性本部の資料をもとに作成

＊米国滞在経験のある日本人519人・日本滞在経験のある米国人回答528人に
対し、対個人サービス29分野のサービス品質及び価格について、2017年2月28
日〜4月11日、WEBアンケート調査を実施

日本生産性本部の資料をもとに作成

ン
チ
ャ
ー
」
が
激
増
し
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
感
覚
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
も
多
く
、
起
業
へ
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
っ
て
い
る
。
レ
ガ
シ
ー
企
業
も
、
自
ら
社

内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起
こ
し
た
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と

協
働
す
る
な
ど
、
こ
の
動
き
を
取
り
込
め
ば
い
い
。

　

日
本
は
世
界
最
速
で
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
ど
課

題
山
積
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
せ
る
可
能
性
は
世
界
の
ど
こ
よ
り
も
大
き
い
。
産

業
革
命
が
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
の
も
、
他
国
と
比

べ
て
賃
金
が
高
く
、
機
械
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
ハ
ン
デ
は
チ
ャ
ン
ス
。
こ
こ
で
踏
ん
張
っ

て
新
し
い
も
の
を
創
造
で
き
れ
ば
、
や
が
て
同
じ
課

題
に
直
面
す
る
世
界
の
国
々
に
日
本
の
技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
提
供
で
き
る
。
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92,328 

90,197 

88,427 

88,359 

86,418 

81,777 

75,420 

74,327 

72,225 

71,323 

70,692 

69,833 

68,749 

66,728 

65,158 

60,491 

60,195 

56,923 

52,881 

44,177 

92,753 

1  アイルランド
2  ルクセンブルク

3  米国
4  ノルウェー

5  スイス
6  ベルギー

7  オーストリア
8  フランス
9  オランダ

10  イタリア
11  デンマーク

12  スウェーデン
13  オーストラリア

14  ドイツ
15  フィンランド

16  スペイン
17  アイスランド

18  英国
19  カナダ

20  イスラエル
21  日本

22  スロベニア
23  ニュージーランド

24  チェコ
25  トルコ

26  ギリシャ
27  韓国

28  ポルトガル
29  スロバキア
30  ポーランド
31  エストニア
32  ハンガリー

33  ラトビア
34  チリ

35  メキシコ
OECD平均

70 80 90 100 110 120 130

1  宅配便

2  タクシー

3  病院

4  理容・美容（エステ含む）

5  洗濯物のクリーニング

6  航空旅客

7  地下鉄（近距離）

8  コンビニエンスストア

9  自動車整備

10  郵便

11  遠距離鉄道

12  テレビ受信サービス

13  配電・配管の補修・管理

14  モバイル回線のプロバイダー

15  レンタカー

16  不動産業

17  旅行サービス

18  ホテル（エコノミー）

19  ATM、送金サービス

20  百貨店

21  総合スーパー

22  ファミリー向けレストラン

23  ホテル（中程度）

24  コーヒーショップ

25  ハンバーガーショップ

26  ホテル（高級）

27  大学教育

28  博物館・美術館

日本の方が品質が低い■日本人　■米国人 日本の方が品質が高い

118.3
101.9

117.9
102.9

116.6

116.1
106.6

115.9
103.2

115.9
103.6

115.6
110.8

106.4
115.4

115.3
103.9

114.5
103.1

114.4
106.1

113.1

112.2
105.1

112.1

112.1
105.3

111.8
103.5

110.9
104.5

110.7
107.1

110.4
106.2

110.2
103.6

110.1
104.3

108.4
105.3

107.9
105.7

104.3
104.7

102.6
102.6
102.0

108.0

112.8

106.5
98.5

99.7

97.8

97.9

93.4
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変
化
が
激
し
く
、
人
気
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
瞬

く
間
に
陳
腐
化
す
る
現
代
社
会
。
企
業
が
競
争
力
を

保
つ
に
は
、
差
別
化
や
高
付
加
価
値
化
が
不
可
欠

─
─
昨
今
の
企
業
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
あ
り

方
を
め
ぐ
り
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
主
張
で
あ
る
。

　

一
般
論
と
し
て
は
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
差
別
化

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
経
営

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
定
石
は
、
普
遍
法
則
で
は
な

い
。
差
別
化
に
長
け
た
企
業
が
経
営
不
振
に
陥
っ
た

事
例
は
い
く
つ
も
あ
る
。
模
倣
戦
略
で
成
長
を
果
た

し
た
企
業
も
少
な
く
な
い
。
付
加
価
値
に
つ
い
て
も

同
じ
だ
。
商
社
な
ど
の
よ
う
に
付
加
価
値
の
低
い
事

業
で
も
、
回
転
率
を
高
め
れ
ば
、
資
本
あ
た
り
、
あ

る
い
は
従
業
員
あ
た
り
で
は
高
利
益
を
実
現
で
き
る
。

こ
う
し
た
各
種
の
事
例
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
な

か
で
、
な
ぜ
自
社
は
差
別
化
あ
る
い
は
高
付
加
価
値

化
に
注
力
す
る
の
か
、
そ
の
先
に
お
い
て
何
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
尽
く
さ
な
け
れ

ば
、
実
効
性
の
高
い
戦
略
計
画
は
生
ま
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
教
科
書
に
書
か
れ

て
い
る
常
識
的
な
打
ち
手
は
、
量
販
店
で
販
売
さ
れ

る
よ
う
な
大
手
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
対
象
と
し
た
も

の
が
大
半
だ
。
産
業
ご
と
に
、
あ
る
い
は
同
じ
産
業

で
も
企
業
規
模
や
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
段
階
、

ま
た
国
や
地
域
に
よ
っ
て
も
適
し
た
戦
略
は
異
な
る
。

従
っ
て
、
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
、
立
ち
位
置
を
認

識
す
る
こ
と
が
戦
略
立
案
の
起
点
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
市
場
情
報
を
徹
底
的

に
収
集
し
、
分
析
を
重
ね
、
綿
密
に
計
画
を
立
て

て
─
─
と
考
え
が
ち
だ
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
当

た
っ
て
は
そ
れ
が
有
効
か
ど
う
か
も
、
状
況
次
第
で

あ
る
。
こ
の
計
画
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
昨
日
と
同

じ
明
日
が
来
る
」
と
い
う
状
況
下
で
は
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
複
雑
な
不
確
実
性
の
な
か
で
は
、
米
国
の
起

本
業
の
鉄
道
事
業
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
利
益
を
、
こ
う
し

た
周
辺
事
業
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
で
稼
ぐ
。

　

電
力
会
社
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
前
後
左
右
」

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
化
し
て
、
よ
り
利
便
性
や
顧
客

満
足
度
の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
前
後
左
右
に
お
い

て
何
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
を
見
い
だ
し

て
い
く
局
面
で
は
、
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
有
効
と
な
る
。
例
え
ば
関
西
電
力
グ
ル
ー

プ
が
手
が
け
た
ビ
ル
に
は
世
界
最
先
端
・
最
高
効
率

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て
い
る
な
ど
、
強

み
を
生
か
し
た
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
試
行
錯
誤
の
な
か

で
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
は
ず
だ
。

業
家
研
究
の
第
一
人
者
Ｓ
・
サ
ラ
ス
バ
シ
ー
氏
が
説

く
よ
う
に
、
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
み
て
、

そ
こ
か
ら
未
来
を
切
り
拓
く
道
筋
を
見
い
だ
し
て
い

く
「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
戦
略
直
感
）」

の
有
効
性
が
増
す
。

　

実
際
に
「
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
」

事
例
は
多
く
あ
る
。
近
年
に
な
り
、
ウ
ェ
ブ
上
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
家
事
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

が
日
本
で
も
広
が
り
は
じ
め
て
い
る
。
女
性
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
当
初
の
利

用
者
の
多
く
は
男
性
だ
っ
た
と
い
う
。
日
本
の
女
性

は
自
宅
に
他
人
が
入
る
こ
と
に
抵
抗
感
を
示
す
人
が

少
な
く
な
い
。
一
方
、
男
性
単
身
者
は
、
こ
う
し
た

家
庭
観
と
は
無
縁
で
あ
る
。
こ
の
種
の
潜
在
的
な
ロ

ジ
ッ
ク
は
、
起
業
家
た
ち
が
可
能
性
の
海
に
飛
び

込
み
、
実
践
に
挑
む
こ
と
で
見
い
だ
さ
れ
て
き
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
先
が
読
め
な
い
と

産 業 競 争 力 へ の 視 点

栗
木 

契 

神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授

競
争
戦
略

読
め
な
い
時
代
の
乗
り
切
り
方

くりき　けい
神戸大学大学院経営学研究科教授

（マーケティング）
1966年米フィラデルフィア生まれ。神戸
大学経営学部卒、同大学院経営学研
究科博士前期課程修了、同後期課程
修了。岡山大学助教授を経て、2003
年神戸大学大学院経営学研究科助
教授、12年教授。著書『マーケティン
グ・コンセプトを問い直す』、共編著『デ
ジタル・ワークシフト』『1からのグローバ
ル・マーケティング』『明日はビジョンで
拓かれる』『ビジョナリー・マーケティング』

『マーケティング・リフレーミング』など。
https://www.b.kobe-u.ac.jp/resource/
staff/faculty/kuriki.html

栗木氏の資料をもとに作成

＊STPマーケティング＝現代マーケティングの代表的教科書P.コトラーの『マーケ
ティング・マネジメント』が提示するSegmentation（市場細分化）、Targeting（標
的市場の決定）、Positioning（自社の立ち位置の明確化）というプロセス
＊STPマーケティングに加え、エフェクチュエーションに基づく手順を加えることが、
より有効なマーケティングプロセスをつくり出す

『エフェクチュエーション』（Sarasvathy 2008）に基づく栗木氏の資料をもとに作成

STPマーケティングとエフェクチュエーション

エフェクチュエーション、５つのポイント

き
に
は
、
限
定
的
に
で
も
行
動
し
て
み
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
。

　
「
や
っ
て
み
な
は
れ
」
の
精
神
と
も
通
じ
る
エ

フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
未
来
を
見
通
す
こ
と

が
困
難
な
領
域
が
広
が
る
現
代
に
相
応
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
と
い
え
る
。
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
通
信
や

鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
基
幹
部
分
で
こ
れ
を

試
み
る
こ
と
は
無
謀
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
な
ど
と
は
異
な
り
、
撤
退
時
に
回

収
で
き
な
い
コ
ス
ト
が
巨
大
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
で
は
２
０
１
６
年
以
降
に
電
力
、

ガ
ス
の
小
売
が
全
面
自
由
化
さ
れ
、
顧
客
獲
得
競
争

が
進
ん
で
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
１
社
独
占
か
ら
数

社
寡
占
に
移
行
し
た
程
度
の
状
況
で
あ
る
。
数
百
社

が
市
場
に
ひ
し
め
き
、
価
格
下
落
が
止
ま
ら
な
い
よ

う
な
産
業
と
は
違
う
。
今
後
に
備
え
て
コ
ス
ト
削
減

な
ど
手
を
打
っ
て
お
く
の
は
よ
い
が
、
自
ら
消
耗
戦

を
仕
掛
け
る
必
要
性
は
低
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
通
信
業
界
で
も
、
自
由
化
後
に
起
き
た
の

は
価
格
引
き
下
げ
の
消
耗
戦
へ
の
突
入
で
は
な
く
、

機
器
と
セ
ッ
ト
に
し
て
お
得
感
を
出
し
た
り
、
一
括

契
約
の
利
便
性
を
訴
え
た
り
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

の
妙
の
競
い
合
い
だ
っ
た
。
寡
占
型
産
業
の
主
要
企

業
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
で
競
い
合
っ
て
い
る
限
り
は
、

表
面
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
買
い
手
が
価
格

の
徹
底
的
な
相
互
比
較
を
行
う
こ
と
は
困
難
と
な
る
。

鉄
道
に
お
い
て
も
駅
ナ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
と
の
組
み

合
せ
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
九
州
な
ど
は
、

1.	既にある自社のリソース活用を優先。目的主導でな
く手段主導
2.	どこまでの損失が許容可能かを見定めて、その範
囲で投資を行う。期待収益最大化ではない

3.	予測や目的に基づいて交渉相手や参加メンバー
を決めるのではなく、可能な相手から交渉を始め、
結果としてできあがったネットワークの中で何ができ
るかを考える
4.	予期せぬ出会いを大切にし、偶然を避けるのでは
なく、利用し尽くす 
5.	事業機会をたぐり寄せるのは、その場そのときの人
間の活動だと考え、注意と活動を怠らない 

STPマーケティング

エフェクチュエーション

計画予測

洞察

省察

実行

決定要因の秩序を理解 実行

マーケティング・リサーチを行い、
新技術に適した市場の
領域を把握する。

▼

手近なところで取り組むことが
可能な活動を見いだし、
その活動を実行する。

▼

取り組むことが
必要な活動を体系的に計画し、

実行する。

実践を進めるなかで
事業を組み直しつつ、最適な
市場の領域を把握する。

STPマーケティング エフェクチュエーション

実行 決定要因の秩序を理解
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持
続
可
能
性
が
な
い
─
─
私
が
見
る
関
西
経
済
の

現
状
だ
。
関
西
は
今
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
特
需
に
沸
い

て
い
る
が
、
手
を
拱
い
て
い
る
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は

一
過
性
の
バ
ブ
ル
で
終
わ
り
か
ね
な
い
。

　

最
大
の
懸
念
は
人
口
減
少
で
、
と
り
わ
け
若
者
の

東
京
流
出
が
問
題
だ
。
大
阪
は
都
心
に
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
が
次
々
建
ち
、
一
見
、
人
口
は
増
え
て
い
る

が
、
実
は
商
業
施
設
を
誘
致
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

都
心
の
求
心
力
の
弱
ま
り
は
、
周
辺
地
域
の
衰
退
を

招
く
。
誘
致
ど
こ
ろ
か
企
業
流
出
も
止
ま
ら
な
い
。

特
に
大
阪
と
神
戸
は
、
本
社
機
能
の
東
京
流
出
が
深

刻
だ
。
企
業
が
流
出
す
る
か
ら
人
口
も
流
出
。
大
学

生
の
就
職
先
も
東
京
が
多
い
。

　

本
来
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
が
発
達
す
れ

ば
、
本
社
機
能
は
ど
こ
に
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
だ
が
、

日
本
の
企
業
は
東
京
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
で
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
も
増
加
し
、
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
生
活
の
利
便
性
は
高
ま
っ
て
い
る

が
、
シ
ョ
ッ
プ
運
営
会
社
の
本
社
が
東
京
に
あ
る
限

り
、
企
業
収
益
も
税
収
も
東
京
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る

一
方
だ
。

　

こ
う
し
た
東
京
へ
の
一
極
集
中
化
は
、
未
だ
に
中

央
官
庁
と
の
つ
な
が
り
や
フ
ェ
イ
ス
ツ
ー
フ
ェ
イ
ス

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
か
ら
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
の
慣
行
を
打
破
し
な
け
れ
ば
、
東
京
以

外
の
地
域
は
疲
弊
し
、
関
西
経
済
の
持
続
可
能
性
も

低
下
し
て
い
く
。

　

金
と
人
の
流
れ
を
関
西
に
向
け
、
域
内
で
循
環
さ

せ
る
た
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
特
需
で
時
間
稼
ぎ
を
し

て
い
る
間
に
、
内
発
的
発
展
の
し
く
み
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　

誘
致
を
め
ざ
す
大
阪
万
博
の
テ
ー
マ
も
「
い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
、
誰
も
が
生
き
生

き
輝
く
健
康
で
豊
か
な
未
来
社
会
の
実
現
を
謳
っ
て

ス
ツ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能

に
す
る
Ｖ
Ｒ
の
研
究
開
発
を
関
西
が
率
先
し
て
進
め
、

関
西
発
の
技
術
と
し
て
育
て
上
げ
る
。
そ
の
研
究
開

発
に
挑
む
若
者
の
起
業
を
支
援
す
る
の
も
良
い
か
も

し
れ
な
い
。

　

関
西
に
お
い
て
人
や
企
業
、
技
術
を
育
て
る
に
は
、

関
西
出
身
で
あ
っ
た
り
、
関
西
に
縁
が
あ
り
、
今
は

域
外
に
い
る
が
関
西
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
人
々

─
─
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
だ
。
関

西
活
性
化
を
図
り
た
い
行
政
や
企
業
は
、
域
外
に
い

る
関
西
関
係
者
に
対
し
、
人
や
企
業
の
育
成
資
金
を

提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
だ
。

　

電
力
会
社
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
は
、
基
本
的

に
は
地
域
と
一
蓮
托
生
。
そ
の
役
割
の
な
か
で
、
関

西
電
力
は
、
府
県
よ
り
広
域
の
観
点
で
関
西
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
関
西
の
望
ま
し

い
将
来
像
に
つ
い
て
率
先
し
て
考
え
、
関
西
の
た
め

に
働
き
、
雇
用
も
生
み
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
と
り

わ
け
、
デ
ー
タ
管
理
が
得
意
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、

望
ま
し
い
将
来
像
を
多
様
な
デ
ー
タ
で
示
す
。
将
来

の
理
想
像
と
現
状
を
比
較
し
て
、
関
西
の
行
政
・
企

業
・
住
民
が
ど
う
行
動
す
れ
ば
、
理
想
に
近
づ
け
る

の
か
。
一
段
一
段
、
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
、
デ
ー

タ
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

者
を
お
い
て
他
に
い
な
い
。
ぜ
ひ
、
関
西
電
力
に
は

関
西
活
性
化
を
先
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
る
。
税
収
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
「
現
役
世
代
が

住
み
た
い
関
西
」
と
し
て
、
若
者
が
関
心
を
持
つ
産

業
の
育
成
こ
そ
が
急
務
だ
。

　

人
の
生
き
方
・
働
き
方
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
型
と

ロ
ー
カ
ル
型
が
あ
る
。
現
在
の
大
学
進
学
率
は
約

55
％
。
大
学
生
の
多
く
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を
視

野
に
東
京
で
の
就
職
を
め
ざ
す
の
に
対
し
、
大
学
に

進
学
し
な
い
人
は
主
に
地
元
で
就
職
す
る
。
で
あ
れ

ば
、
ロ
ー
カ
ル
型
の
人
の
支
援
が
地
域
の
持
続
可
能

性
に
効
い
て
く
る
。
経
済
活
性
化
に
向
け
て
は
、
既

存
企
業
の
課
題
解
決
に
目
を
向
け
が
ち
だ
が
、
む
し

ろ
起
業
を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。
起

業
と
言
え
ば
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
成
功
談
を
語
る
Ｉ
Ｔ
長
者
を

思
い
浮
か
べ
が
ち
だ
が
、
そ
う
で
な
く
、
小
さ
な
起

業
の
こ
と
を
指
す
。
増
え
る
訪
日
外
国
人
客
に
向
け

て
、
関
西
が
誇
る
た
こ
焼
き
・
お
好
み
焼
き
を
売
っ

産 業 競 争 力 へ の 視 点

上
村
敏
之 

関
西
学
院
大
学
学
長
補
佐
／
経
済
学
部
教
授

関
西
経
済

持
続
的
成
長
へ
、
内
発
的
発
展
の

し
く
み
づ
く
り
を

うえむら　としゆき
関西学院大学学長補佐／
経済学部教授（公共経済学）
1972年神戸市生まれ。関西学院大学
経済学部卒、同大学院経済学研究科
博士前期課程修了、後期課程単位取
得退学。博士（経済学）。東洋大学准
教授を経て、現職。現在、内閣官房
行政改革推進会議歳出改革ワーキン
ググループ委員、総務省地方財政審
議会特別委員など。著書『消費増税
は本当に必要なのか？』『コンパクト財
政学』 『公共経済学入門』、共著『空
港の大問題がよくわかる』など多数。メ
ディア出演も多い。
http://www8.plala.or.jp/uemura/

て
、
関
西
フ
ァ
ン
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
そ
う
と
い

う
よ
う
な
地
に
足
を
つ
け
た
起
業
。
地
元
で
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
自
営
業
を
や
り
た
い
若
者
に
い
か
に

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
か
、
だ
。

　

松
下
幸
之
助
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
大
企
業
も

最
初
は
自
営
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
自
営
業
者
の
育
成

に
、
関
西
は
本
腰
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
小
さ
な

自
営
業
者
が
将
来
、
地
元
を
支
え
る
企
業
に
な
り
、

大
き
な
雇
用
を
生
み
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
要
は
何

関西経済の全国シェアの推移

3大都市圏の転入出人口超過数の推移（1954-2017年）

従業者数で見た関西の産業構造（2016年 単位：％）

住民基本台帳の人口（総務省）、県民経済計算（内閣府）、工業統計調査（経済産業省）、経済センサス活動調査（総務省・経済産業省）、
国税庁統計年報書（国税庁）、に基づく近畿経済産業局総務企画部調査課の資料（2018年1月）をもとに作成 

総務省住民基本台帳人口移動報告（2017年）をもとに作成

経済センサス活動調査（総務省）に基づく近畿経済産業局総務企画部調査課の資料（2018年1月）をもとに作成

も
し
な
く
て
も
人
や
企
業
が
流
入
す
る
東
京
と
は
異

な
る
視
点
が
必
要
だ
。
企
業
を
「
呼
び
込
む
」
の
も

い
い
が
、
む
し
ろ
「
育
て
る
」
こ
と
を
し
て
い
か
な

い
と
、
関
西
の
持
続
的
成
長
は
望
め
な
い
。
持
続
可

能
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
具
体
的
な
数
値
目
標

を
立
て
て
、
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

人
や
企
業
の
東
京
流
出
を
止
め
る
か
も
し
れ
な
い

技
術
と
し
て
期
待
し
た
い
の
が
、Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

だ
。
関
西
に
い
な
が
ら
東
京
に
い
る
人
と
の
フ
ェ
イ

卸売業、小売業
21.7

製造業
16.2

医療、福祉
13.8

運輸業
5.5

生活関連サービス業、娯楽業 4.1
複合サービス業 0.7学術研究、専門・技術サービス業 2.9

金融業、保険業 2.5

電気・ガス・
熱供給・水道業 
0.3

建設業
5.2

情報通信業 2.1

教育・学習支援業 3.6

農林漁業 0.3

不動産業 2.8

宿泊業、
飲食

サービス業
10.0

他
サービス業

8.3
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た
道
修
町
を
有
し
、
今
も
こ
の
地
に
拠

点
を
置
く
製
薬
企
業
は
多
い
。

　

再
生
医
療
に
つ
い
て
は
、
12
年
の
山

中
伸
弥
・
京
都
大
学
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
後
、
法
整
備
も
進
み
、
研
究
か

ら
応
用
へ
の
加
速
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
中
之
島
に
再
生

医
療
の
国
際
拠
点
を
形
成
す
る
、
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
。

　
「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
土
地
柄
を
生
か

し
、
国
際
競
争
力
を
持
つ
再
生
医
療
拠

点
を
大
阪
に
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
と
経

済
界
か
ら
声
が
上
が
っ
た
の
が
、
検
討

の
き
っ
か
け
で
し
た
」。
大
阪
府
の
林

さ
ん
は
そ
う
切
り
出
し
た
。

国
際
競
争
力
を
持
つ
拠
点
を 

大
阪
都
心
に

　

大
阪
・
関
西
に
は
、
大
阪
大
学
、
京

都
大
学
、
理
化
学
研
究
所
を
は
じ
め
最

先
端
医
療
の
研
究
を
行
う
大
学
や
研
究

機
関
が
集
積
し
て
い
る
。
ま
た
大
阪
は

古
く
か
ら
「
薬
の
ま
ち
」
と
し
て
栄
え

中之島に未来医療国際拠点
――再生医療の臨床研究から産業化まで一貫推進

大阪府・市と経済界は、大阪都心・中之島に再生医療をベースとした最先端医療産業の創出拠点を整備する。
２０１８年３月「未来医療国際拠点基本計画（案）」を策定。

ｉＰＳ細胞など再生医療関連の国際競争が激化するなか、新産業創出につながるプロジェクトの概要は――。
大阪府ライフサイエンス産業課の林 雅彦さんと角田友道さん、大阪市都市計画局の西村俊昭さんに話を聞いた。

　

16
年
11
月
、
大
阪
府
・
市
と
経
済
３

団
体
（
関
西
経
済
連
合
会
・
関
西
経
済

同
友
会
・
大
阪
商
工
会
議
所
）
に
よ

る
検
討
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
今
年

３
月
「
未
来
医
療
国
際
拠
点
基
本
計

画
（
案
）」
を
策
定
（
８
月
一
部
変
更
）。

大
阪
市
が
所
有
す
る
中
之
島
４
丁
目
の

約
８
６
０
０
㎡
を
予
定
地
と
し
て
、
実

現
に
向
け
て
動
き
始
め
た
。

技
術
の
産
業
化
と
国
際
貢
献

　

基
本
計
画
案
で
は
、
再
生
医
療
を
ベ

ー
ス
に
し
つ
つ
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

最
先
端
の
技
術
活
用
も
想
定
。
ニ
ー
ズ

の
変
化
や
技
術
革
新
な
ど
医
療
を
取
り

未来医療国際拠点の形成予定地

拠点がめざすビジョン

 

 

 

市有地

堂島川

な
に
わ
筋
線
新
駅（
予
定
）

中之島

センター

民間所有地

（
仮
）大
阪
市
新
美
術
館

２
０
２
１
年
度
開
館
予
定

未来医療国際拠点候補地
（約8,600㎡）

社学共創・産学共創・アート拠点
＊既存中之島センターを改修・機能強化

未来医療の
開発 

未来医療の
推進 

実用化 

フィード
バック

未来医療技術の
産業化 

未来医療の提供による
国際貢献

写真手前左の空地が中之島4丁目の拠点予定地。右が堂島川

©Westend61/Getty Images
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内
外
の
患
者
の
受
け
入
れ
や
、
最
適
な

医
療
機
関
へ
つ
な
ぐ
窓
口
の
役
割
も
担

い
、
最
先
端
医
療
に
よ
る
国
際
貢
献
に

も
寄
与
す
る
考
え
だ
。

医
療
産
業
創
出
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

  

未
来
医
療
技
術
の
産
業
化
と
国
際
貢

献
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た

め
、ま
ず
は
運
営
主
体
と
し
て「（
仮
称
）

未
来
医
療
推
進
機
構
」
を
立
ち
上
げ
る
。

そ
の
設
立
準
備
組
織
の
構
成
員
を
、
今

春
公
募
し
た
。
構
成
員
に
は
公
益
的
観

点
や
拠
点
実
現
へ
の
覚
悟
が
求
め
ら
れ

た
が
、
製
薬
企
業
を
は
じ
め
物
流
・
金

融
な
ど
幅
広
い
業
種
の
企
業
が
関
心
を

示
し
、
８
月
末
時
点
で
20
社
が
参
加
し

て
い
る
。

　

拠
点
と
な
る
中
之
島
４
丁
目
は
都
心

の
好
立
地
で
、
31
年
地
下
鉄
な
に
わ
筋

線
が
開
業
す
れ
ば
関
西
空
港
や
新
大
阪

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
向
上
す
る
。
基
本
計

画
案
で
は
、
こ
こ
に
、
メ
デ
ィ
カ
ル
棟

と
研
究
開
発
棟
の
２
棟
を
想
定
。
メ
デ

ィ
カ
ル
棟
に
は
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

加
え
、
再
生
医
療
に
不
可
欠
な
血
液
や

皮
膚
な
ど
原
材
料
を
入
手
・
培
養
し
た

も
の
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く「
Ｃ
Ｐ
Ｃ
・

細
胞
バ
ン
ク
」
の
設
置
も
考
え
て
い
る
。

一
方
、
研
究
開
発
棟
に
は
再
生
医
療
関

連
企
業
や
産
学
連
携
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
育

成
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設

取材協力・資料提供／大阪府ライフサイエンス産業課　大阪市都市計画局　　取材・編集／秋月 都

置
も
構
想
し
て
い
る
。

　

産
業
化
に
向
け
て
、
日
本
再
生
医
療

学
会
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
大
学

や
研
究
機
関
に
蓄
積
さ
れ
た
質
の
高
い

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
企
業
の
治
験
等

を
支
援
す
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
に
つ

い
て
は
、
基
礎
研
究
は
大
学
と
一
緒
に

行
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、「
こ
こ
に
は

事
業
化
に
つ
な
が
る
出
口
寄
り
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
開
発
し
た
製
品
が
利
益
を
上

げ
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
資
金
が
起

業
家
育
成
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
、
医

療
産
業
創
出
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築

で
き
れ
ば
」
と
林
さ
ん
。

中
之
島
モ
デ
ル
を
世
界
に

　

日
本
の
再
生
医
療
産
業
は
動
き
始
め

た
ば
か
り
で
、
市
場
に
出
て
い
る
再
生

医
療
等
製
品
は
数
点
に
過
ぎ
な
い
。
法

律
が
整
備
さ
れ
技
術
も
あ
る
の
に
、
産

業
化
の
面
で
は
ま
だ
弱
い
。
そ
の
状
況

を
、
中
之
島
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
し
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

再
生
医
療
で
使
わ
れ
る
細
胞
等
の
製

造
や
輸
送
に
は
、
特
殊
な
機
器
や
技
術

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め

ら
れ
、
そ
れ
も
新
た
な
産
業
に
つ
な
が

る
。
再
生
医
療
に
関
わ
る
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
を「
中
之
島
モ
デ
ル
」

と
し
て
構
築
し
、
海
外
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
売
り
出
し
た
い
と
語
る
。

持
続
可
能
な
人
類
の
未
来
へ

　

今
後
は
大
阪
府
が
ソ
フ
ト
面
、
大
阪

市
が
ハ
ー
ド
面
を
中
心
に
担
当
し
て
計

画
を
進
め
る
。
21
年
以
降
の
施
設
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
ま
ず
は
19
年
度
中
の
機

構
設
立
を
め
ざ
す
。

　

こ
の
未
来
医
療
の
拠
点
は
、
誘
致
が

進
む
２
０
２
５
大
阪
万
博
の
テ
ー
マ

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
具
現
化
す
る
も
の
と
言
え
る
。
さ
ら

に
万
博
テ
ー
マ
の
根
底
に
あ
る
国
連
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」

「
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ

う
」
と
い
っ
た
目
標
と
も
関
連
深
い
。

拠
点
が
動
き
出
せ
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
達
成
に
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
人
類
の
未
来
に
貢
献
す
る
未
来
医

療
の
拠
点
実
現
に
、
一
段
と
期
待
が
高

ま
る
。

巻
く
環
境
変
化
に
即
応
し
、
次
の
時
代

に
実
現
す
べ
き
新
た
な
医
療
と
し
て

「
未
来
医
療
」
と
い
う
名
称
に
し
た
。

　

拠
点
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
未
来
医

療
技
術
の
産
業
化
」
と
「
未
来
医
療
の

提
供
に
よ
る
国
際
貢
献
」
の
二
つ
。
研

究
機
関
・
医
療
機
関
・
企
業
の
連
携
に

よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
し
、
開
発
さ
れ
た
最
先
端
医
療
を
実

践
し
つ
つ
研
究
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
と
い
う
循
環
に
よ
っ
て
、
臨
床
研
究

か
ら
実
用
化
・
産
業
化
ま
で
一
貫
し
て

進
め
る
。
ま
た
高
度
医
療
を
求
め
る
国

拠点の施設構成イメージ

再生医療の実用化・産業化等の拠点に備える機能

アントレプレナーシップ
による起業人育成 

 

  ベンチャー育成

インキュベーター
によるイノベーション

創出

 
 

 
 

組織横断型
産学連携

オープン
イノベーションの

実現 
医療産業創出 

資金還元 

新たな医療産業創出のエコシステム  

サプライチェーンシステム（中之島モデル）

細胞培養加工
／保管治療 

クリニック

クオリティデータ病院 

医療機関ネットワーク

 
細胞加工施設 運搬 

採取 

 
 

未来医療国際拠点 

培地・資材・容器等 培養装置 評価機器／システム

サプライヤー群 

 
フロア面積：約3,000㎡ 

 
 

 
病院 

臨床研究病床 連絡通路 

関連クリニック／
高度検診・治療センター

 
拠点のオーガナイズ機能等

関連企業等 

産学連携ラボ
インキュベーションラボ

 

ホール・会議室・
利便施設等

 

2F連絡デッキフロア玄関フロア 

駐車場 駐車場 CPC・細胞バンク

利便施設等 

大阪市所有地　約8,600㎡ 

メディカル棟

フロア面積：約2,000㎡ 
研究開発棟●敷地面積：約8,600㎡ ●延床面積：約53,000㎡

〈許容容積率約610％（指定容積率600%、
なにわ筋境界から40mは800％）〉
＊図のフロア面積、施設形態・施設配置等はイメージであり、
実際の計画は今後、開発事業者等において決定される

©fotoVoyager/Getty Images
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総合営業で本格攻勢をかける
お客さま本部から営業本部へ、名称も一新し、顧客維持・拡大に強い決意を示した関西電力。

とりわけ顧客獲得競争が激しさを増す法人市場へはどのような体制・戦略で臨むのか。
料金値下げをテコに本格攻勢をかける法人営業の現状と課題を訊く──

藤野研一 関西電力 営業本部 副本部長（法人営業部門統括）

●
自
由
化
の
進
展
と
販
売
状
況

─
─
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
か
ら
２
年
。

以
前
か
ら
自
由
化
さ
れ
て
い
た
法
人
分
野

の
競
争
も
激
化
し
て
い
る
が
、
関
西
電
力

の
状
況
は
？

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
２
０
１
３
年
と

15
年
、
２
度
の
料
金
値
上
げ
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
お
客
さ
ま
の
離

脱
が
進
み
、
業
務
用
・
産
業
用
の
販
売
電

力
量
は
長
く
下
落
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か

し
昨
年
９
月
を
底
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
、

現
在
は
右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て
い
る
。

産
業
用
大
口
電
力
（
５
０
０
kW
以
上
）
は

今
年
５
月
、
51
カ
月
ぶ
り
に
対
前
年
同
月

比
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
７
月
に
は
１
０
６
％

ま
で
戻
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
電
気
料
金
を
値
下
げ
し
た
こ
と

に
加
え
総
合
営
業
を
展
開
し
た
こ
と
で
離

脱
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
お
客
さ
ま
が
戻

っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
加
え

て
景
気
回
復
に
よ
る
需
要
拡
大
の
影
響
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

─
─
関
西
エ
リ
ア
外
で
の
販
売
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
？

　

電
力
需
要
は
直
近
で
は
好
調
だ
が
、
省

エ
ネ
･
節
電
が
進
ん
だ
こ
と
で
長
期
的
に

見
れ
ば
減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
関
西

エ
リ
ア
外
に
も
積
極
的
に
提
案
活
動
を
行

う
べ
く
、
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ
企
業
の
関
電

エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ
）
が
14
年
に
首
都
圏
に
進
出
し
、
自

社
で
調
達
し
た
電
気
の
小
売
を
始
め
た
。

関
西
電
力
と
し
て
も
他
の
60
㎐
エ
リ
ア
へ

の
進
出
を
め
ざ
し
、
17
年
秋
か
ら
中
部
エ

リ
ア
と
中
国
エ
リ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
を

設
け
て
営
業
を
開
始
し
て
お
り
、
新
た
な

土
地
で
紹
介
を
も
と
に
訪
問
す
る
な
ど
、

営
業
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
地
道
な
活
動
の
結

果
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
当
初
計
画
以
上

の
販
売
電
力
量
を
獲
得
し
て
い
る
。

─
─
昨
年
８
月
に
続
き
今
年
７
月
２
度
目

の
料
金
値
下
げ
を
行
っ
た
。
お
客
さ
ま
の

反
応
は
？

の
営
業
担
当
が
お
客
さ
ま
の
契
約
窓
口
部

門
だ
け
で
な
く
開
発
部
門
や
建
設
部
門

等
々
お
客
さ
ま
内
で
の
接
点
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

─
─
組
織
改
正
で
は
営
業
部
隊
の
再
編
も

行
っ
た
と
か
。
そ
の
狙
い
は
？

　

今
ま
で
法
人
営
業
部
門
に
は
フ
ロ
ン
ト

営
業
担
当
の
ビ
ジ
ネ
ス
営
業
グ
ル
ー
プ
と
、

技
術
提
案
や
省
エ
ネ
診
断
な
ど
の
後
方
支

援
を
担
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
た
が
、
フ
ロ
ン

ト
も
バ
ッ
ク
も
一
緒
に
な
っ
て
ど
ん
ど
ん

お
客
さ
ま
の
懐
に
入
り
込
み
、
よ
り
価
値

の
あ
る
改
善
提
案
を
行
う
た
め
、
両
者
を

統
合
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
も

と
は
火
力
や
送
配
電
の
技
術
者
た
ち
を
中

心
に
つ
く
っ
た
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
燃
料

効
率
が
ど
う
と
か
、
熱
源
設
備
が
ど
う
と

か
、
極
め
て
専
門
的
で
高
度
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
。
関
西
電
力
は
他
電
力
に
先

駆
け
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
営
業
の
体
制

を
築
い
て
き
た
が
、
加
え
て
近
年
、
採
用

段
階
か
ら
「
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

職
」
と
し
て
の
採
用
を
始
め
、
そ
の
職
に

就
く
若
い
社
員
も
増
え
て
き
た
。
彼
ら
は

ま
ず
各
地
の
現
場
で
営
業
を
経
験
し
た
後
、

お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ

て
ニ
ー
ズ
を
お
聞
き
し
、

魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
や

サ
ー
ビ
ス
で
お
応
え
し

て
い
く
か
で
あ
る
。
そ

れ
が
お
客
さ
ま
へ
の
提

供
価
値
の
向
上
に
な
り
、

お
客
さ
ま
の
業
績
向
上

に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て

は
地
域
の
活
性
化
、
関

西
全
体
の
発
展
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

─
─
と
い
う
こ
と
は
、
今

後
も
メ
イ
ン
は
関
西
？

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

い
く
ら
自
由
化
で
地
域
の
縛
り
が
な
く
な

っ
た
と
は
い
え
、
関
西
の
お
客
さ
ま
な
く

し
て
我
々
の
事
業
は
成
り
立
た
な
い
。
い

か
に
し
て
関
西
を
盛
り
上
げ
て
い
く
か
は

関
西
電
力
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
地
域
の
お
客
さ
ま
と
接
点
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
法
人
営
業
の
最
大
の
使
命
だ
。

─
─
お
客
さ
ま
と
接
点
を
持
ち
続
け
る
た

め
に
実
践
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

我
々
は
「O

ne to O
ne/Com

pany

」

と
呼
ん
で
い
る
が
、O

ne

す
な
わ
ち
1
人

かんでんFOCUS

関西電力の販売電力量の推移

電気料金水準（平均単価）の推移え
て
お
り
、
６
月
の
組
織
改
正
に
合
わ

せ
、
部
門
名
称
を
「
お
客
さ
ま
本
部
」
か

ら
「
営
業
本
部
」
に
改
め
た
。
お
客
さ
ま

本
部
は
94
年
の
部
門
発
足
以
来
、
20
年
以

上
も
社
内
外
と
も
に
親
し
ま
れ
て
き
た
名

前
だ
っ
た
が
、
敢
え
て
訣
別
し
た
こ
と
で
、

リ
ス
タ
ー
ト
に
懸
け
る
強
い
決
意
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

●
法
人
営
業
の
使
命
と
戦
略

─
─
原
点
か
ら
の
再
出
発
。
で
は
改
め
て
、

営
業
部
門
の
使
命
は
？

　

や
は
り
最
も
大
事
な
の
は
、
い
か
に

　

大
飯
発
電
所
が
再
稼
動
し
た
ら
値
下
げ

す
る
の
は
当
初
か
ら
の
お
約
束
で
あ
り
、

我
々
も
「
大
飯
が
動
い
た
ら
も
う
一
度
下

げ
ま
す
か
ら
留
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お

願
い
し
て
い
た
の
で
、
値
下
げ
自
体
は
当

然
と
い
う
受
け
止
め
だ
。
た
だ
平
均
値
下

げ
率
が
５
・
36
％
と
、
昨
年
８
月
の
値
下

げ
よ
り
１
％
以
上
大
き
か
っ
た
こ
と
は

「
想
像
以
上
で
あ
り
が
た
い
」
と
多
く
の

お
客
さ
ま
に
お
喜
び
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

我
々
と
し
て
も
２
度
の
値
下
げ
で
よ
う

や
く
も
と
の
料
金
水
準
に
戻
り
、
原
点
に

戻
っ
て
出
直
せ
る
環
境
が
整
っ
た
と
考

今回の電気料金値下げ後の料金水準

（百万kWh）

（年度）2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

146,028 141,754 140,414 134,490
127,516 121,500

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

151,078

115,244

（単位：円/kWh）

2013.5
値上げ前

2013.5
 値上げ後＊1

2015.6
 値上げ後＊2

2017.8
 値下げ後＊3

今回
値下げ後

16.00

18.19

19.96

17.08

16.44

（単位：円/kWh）

今回値下げ前
（燃料費調整後）

今回
値下げ後

今回値下げ
▲5.36％

（▲1,017億円）

17.37

16.44

▲5.22％
❶大飯3・4号機の再稼動に
　よる値下げ（▲990億円）

❷経営効率化の深掘り等に
　よる値下げ（▲27億円）

▲0.14％

＊1	 2013.5値上げ：値上げ率は、規制分野+9.75％、自由化分野+17.26％。
＊2	 2015.6値上げ：電源構成変分認可制度による値上げ。値上げ率は、規制分野+8.36％、自由化分野＋11.50％。

電源構成変分認可制度（概要）：電気料金値上げの認可を経ていることを条件に、当該原価算定期間内において、
事業者の自助努力の及ばない電源構成の変動があった場合に、総原価を洗い替えることなく、当該部分（対象費用：
燃料費、バックエンド関係費用、購入・販売電力料の電源費・電源料、事業税）の将来の原価の変動のみを料金に
反映させる料金認可改定。なお記載値は、軽減期間（2015年6月1日〜同年9月30日）終了後の電気料金水準。

＊3	 2017.8値下げ：値下げ率は、規制分野▲3.15％、自由化分野▲4.90％。
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本
店
に
戻
っ
て
、
よ
り
難
度
の
高
い
案
件

の
提
案
・
営
業
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
を
大
き

な
強
み
と
し
て
、
幅
広
い
提
案
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

●
ガ
ス
販
売
と
グ
ル
ー
プ
サ
ー
ビ
ス

─
─
営
業
の
「
売
り
物
」
と
し
て
は
ガ
ス

も
あ
る
が
、
最
近
の
状
況
は
？

　

関
西
電
力
は
02
年
か
ら
産
業
用
の
お
客

う
え
で
、
ト
ー
タ
ル
な
提
案
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

─
─
ト
ー
タ
ル
提
案
は
戦
略
と
し
て
も
効

果
的
？

　

と
い
う
よ
り
、
電
気
だ
け
で
は
価
格
勝

負
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
、
い
か
に
お
客

さ
ま
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

付
加
で
き
る
か
が
今
後
の
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
と
考
え
て
い
る
。
電
気
も
あ
り
ま

す
、
ガ
ス
も
あ
り
ま
す
、
さ
ら
に
こ
ん
な

サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
と
い

う
「
総
合
営
業
」
を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま

満
足
の
向
上
と
当
社
価
値
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
関
西
地
域
の
活
性
化

─
─
営
業
本
部
で
は
関
西
地
域
へ
の
企
業

誘
致
も
行
っ
て
い
る
と
か
。
そ
の
狙
い
と

活
動
内
容
は
？ 

　

関
西
に
根
ざ
し
た
企
業
と
し
て
関
西
経

済
の
発
展
が
自
社
の
業
績
に
直
結
す
る
た

め
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
地
元
自
治
体
と
連

携
し
た
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
、
十
数
人
が
専
任
で
活
動
し
て

お
り
、
電
力
会
社
の
中
で
も
こ
の
よ
う
な

実
働
部
隊
を
持
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
新
た
な
立

地
点
を
探
し
て
い
る
全
国
の
企
業
を
訪
問

し
、
各
自
治
体
の
優
遇
制
度
も
含
め
関
西

立
地
の
魅
力
を
紹
介
。
立
地
を
検
討
さ
れ

る
企
業
に
対
し
て
は
、
用
地
の
紹
介
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
計
画
の
ご
提
案
、
さ
ら

に
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
組
み
合
わ
せ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
窓
口
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ

ま
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
い
る
。

─
─
活
動
の
成
果
は
？ 

　

紹
介
を
行
っ
た
企
業
か
ら
は
「
特
定
の

自
治
体
に
偏
ら
ず
中
立
的
な
情
報
や
助
言

が
得
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
立
地
実
績
は
年
間
約
20
件
。

近
年
は
大
型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
が

活
発
化
し
て
い
る
。
用
地
に
つ
い
て
は
自

治
体
の
産
業
用
地
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た

め
、
当
社
用
地
を
活
用
し
た
り
、
グ
ル
ー

プ
企
業
の
関
電
不
動
産
開
発
と
連
携
し
、

民
間
企
業
の
遊
休
地
情
報
の
提
供
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
関
西
以
外
の

地
域
で
新
拠
点
を
設
け
た
い
と
い
う
お
客

さ
ま
ニ
ー
ズ
に
も
お
応
え
す
る
た
め
、
首

都
圏
な
ど
で
も
活
動
を
活
発
化
し
て
い
る
。

─
─
関
西
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

活
動
も
行
っ
て
い
る
が
？

　

大
阪
の
う
め
き
た
Ⅱ
期
開
発
を
は
じ
め
、

自
治
体
な
ど
が
主
導
す
る
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
だ
け
で
な
く
、

不
動
産
・
通
信
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
グ
ル

ー
プ
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

一
企
業
の
み
な
ら
ず
一
つ
の
ま
ち
全
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
の
は
、

た
い
へ
ん
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
テ
ー
マ
だ
。

私
自
身
う
め
き
た
は
営
業
の
立
場
で
Ⅰ
期

の
頃
か
ら
担
当
し
て
き
た
し
、
現
在
は
関

ィ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
。
お
客
さ
ま
の
工
場

や
ビ
ル
で
必
要
な
電
気
・
熱
・
冷
水
な
ど

の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
に
つ
い
て
、
設

計
・
建
設
・
運
転
・
保
守
を
一
括
し
て
請

け
負
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
関
西
エ
リ
ア
を
中

心
に
全
国
で
展
開
し
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
省
エ
ネ
診
断
や
設
備
運
用
・

情
報
通
信
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
設
備
構
成
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た

さ
ま
を
対
象
に
大
口
ガ
ス
販
売
を
行
っ
て

お
り
、
以
降
、
自
由
化
の
進
展
に
合
わ
せ

て
対
象
の
お
客
さ
ま
を
拡
大
し
て
き
た
。

17
年
の
ガ
ス
小
売
全
面
自
由
化
後
は
、
割

安
な
ガ
ス
料
金
メ
ニ
ュ
ー
「
な
っ
ト
ク
プ

ラ
ン
」
を
設
け
る
な
ど
、
使
用
量
を
問
わ

ず
、
す
べ
て
の
法
人
の
お
客
さ
ま
に
対
し

て
お
得
な
「
関
電
ガ
ス
」
を
提
案
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
今
回
の
電
気
料
金
改
定
に
合
わ

せ
、
事
務
所
や
商
店
、
飲
食
店
な
ど
、
低

圧
の
お
客
さ
ま
向
け
の
新
メ
ニ
ュ
ー
「
な

っ
ト
ク
で
ん
き
Ｂ
ｉ
ｚ
」
を
新
設
。
こ
れ

と
関
電
ガ
ス
の
「
な
っ
ト
ク
プ
ラ
ン
」
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
お
得
に
な
る
「
な

っ
ト
ク
パ
ッ
ク
」
も
つ
く
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
自
信
を
持
っ
て
お
す
す
め
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
電
気
と
セ
ッ
ト
で

積
極
的
に
販
売
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
以

前
か
ら
自
由
化
さ
れ
て
い
る
10
万
㎥
以
上

の
お
客
さ
ま
に
も
、
よ
り
コ
ス
ト
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ガ
ス
と
電
気
の

セ
ッ
ト
販
売
を
展
開
し
て
い
る
。

─
─
セ
ッ
ト
提
案
と
い
え
ば
グ
ル
ー
プ
企

業
が
展
開
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

　

代
表
的
な
の
は
グ
ル
ー
プ
企
業
・
関
電

エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ユ
ー
テ

電気とガスのセット販売「なっトクパック」総合営業（トータルエネルギー提案）

かんでんFOCUS

お客さま関西電力グループ

お客さまニーズに応じた
ご提案

電気

ガス

グループサービス

ユーティリティサービス

地域熱供給
サービス

発電事業

電力供給サービス

ガス・燃料油販売
ファシリティ
サービス

エネルギー
マネジメントサービス

ESCOサービス

Kenes HPをもとに作成

グループ企業 Kenesの
総合エネルギーサービス

電気料金メニュー ガス料金メニュー

電気 なっトクでんきBiz ガス なっトクプラン
「従量電灯Ｂ」から

「なっトクでんきBiz」に変更
大阪ガス「一般料金」から

　　　　「なっトクプラン」に変更

0 0

なっトクプラン
なっトクプランM/L

〈主に商店・事務所・飲食店等向け〉

なっトクでんきBiz

ご加入者さま専用

＋

＋（
月
額
料
金
）

（電気ご使用量） （ガスご使用量）

円/月

ｋＷｈ/月 ㎥/月

円/月

（
月
額
料
金
）

使用量に関わらずお得！ 使用量に関わらずお得！

120ｋＷｈ
300ｋＷｈ

従量電灯Ｂ 大阪ガス一般料金

なっトクでんきBiz なっトクプラン
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西
経
済
連
合
会
の
一
員
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

関
西
は
２
０
２
５
年
大
阪
万
博
の
誘
致

を
め
ざ
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｒ
統
合
リ
ゾ

ー
ト
の
実
現
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し

て
地
域
経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
も
関

西
電
力
の
大
事
な
役
割
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
自
治
体
、
経
済
界
と
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
の
た
め
積
極
的

な
役
割
を
果
た
し
た
い
。

●
今
後
の
抱
負
と
課
題

─
─
ま
す
ま
す
熾
烈
化
が
予
想
さ
れ
る
市

場
競
争
。
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
は
？

　

お
客
さ
ま
や
提
案
の
内
容
に
よ
っ
て
も

異
な
り
、
旧
一
般
電
気
事
業
者
や
新
電
力

な
ど
も
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
は
あ
る
。
た

だ
、
や
は
り
我
々
営
業
部
門
が
こ
こ
ま
で

成
長
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
身
近
に
大
阪

ガ
ス
さ
ん
と
い
う
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
が
い

た
か
ら
。
彼
ら
と
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
今
日
の
関
西
電
力
が
あ
る
の
は

事
実
だ
。

　

今
や
電
気
も
ガ
ス
も
全
面
自
由
化
に
な

り
、
多
く
の
新
電
力
が
市
場
参
入
し
、
地

域
の
垣
根
も
な
く
な
っ
て
旧
一
般
電
気
事

業
者
同
士
で
闘
う
時
代
。
こ
の
変
化
の
時

代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
我
々
も
組

織
を
見
直
し
、
営
業
ス
タ
イ
ル
も
見
直
し
、

常
に
自
己
変
革
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

─
─
で
は
今
後
の
抱
負
は
？

　

今
ま
で
は
電
気
の
契
約
を
獲
っ
た
、
獲

ら
れ
た
と
い
う
話
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
い
よ

い
よ
本
番
。
お
客
さ
ま
の
組
織
の
中
に
入

り
込
ん
で
最
適
な
提
案
を
行
う
。
電
気
・

ガ
ス
を
柱
に
、
グ
ル
ー
プ
サ
ー
ビ
ス
や

我
々
の
強
み
で
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

力
な
ど
、
多
様
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、
い
か
に
お
客
さ

ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
か
。
そ
の
部
分
で

勝
負
し
て
、
お
客
さ
ま
に
関
西
電
力
グ
ル

ー
プ
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
末
永
い
お
つ

き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全

力
を
尽
く
し
た
い
。
そ
れ
が
地
域
の
産
業

発
展
に
も
必
ず
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

ＪＲ
大阪
駅

うめきた
広場

うめきた
Ⅱ期区域

鉄道地下化

新駅整備

広場

〈太陽光発電＋蓄電池〉
施設の屋上等に太陽光パネル
を設置しエリア内の省エネ化を図
るとともに、蓄電池も利用し、防
災時のエネルギーとしても活用

〈バイオガスボイラ〉
食品廃棄物、厨房排水等から
バイオガスを発生させ、
給湯へ熱利用

〈AEMS〉
エリアエネルギーマネジメントシステム
エリア全体でエネルギーの
最適なマネジメントシステムを
提案

〈地域冷暖房システム〉
OES（大阪エネルギーサービス）
と連携した地域冷暖房の活用

BCP対応

省エネ対応
（再生可能エネルギー）

〈帯水層蓄熱〉
帯水層から汲み上げた
地下水を冷暖房の
熱源として活用

〈水蓄熱システム〉
平常時は電力ピークシフト、
災害時は生活用水や
消防用水として活用

〈下水熱利用〉
エリア内の下水熱利用による
空調、給湯などの熱利用

〈高効率ヒートポンプの活用〉

最先端の
環境技術

省エネ対応
（再生可能エネルギー）

BCP対応

BCP対応

周辺地域との
エネルギー連携

省エネ対応
（再生可能エネルギー）

省エネ対応
（再生可能エネルギー）

OES第1プラント

まちづくりにおけるエネルギー提案

かんでんFOCUS

34

付加価値サービスで
お客さま満足度を上げる
電力小売全面自由化から２年半。地域の垣根を超えて、大口ユーザーの獲
得競争が熾烈化するなか、関西電力は「価格プラスα」の付加価値サービス
で電気契約の維持・拡大に努めている。７月からの第２弾料金値下げも追い
風に、顧客満足度の向上をめざす法人営業最前線の取り組みを追った。
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し
か
し
東
は
、「
関
西
電
力
が
必
死
で
変
わ

ろ
う
と
す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
、
そ
こ
で
働
く

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
」
と
入
社
を
決
意
。
技

術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
職
と
し
て
奈
良
地
域
で

大
口
顧
客
の
営
業
を
経
験
し
た
後
、
16
年
か
ら

公
共
分
野
を
担
当
し
て
い
る
。

プ
ラ
ス
α
の
付
加
価
値
を
提
案

　

東
の
言
葉
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
公
共
分
野

で
は
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
も

競
争
入
札
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
随
意

契
約
を
し
て
い
た
顧
客
も
入
札
に
切
り
替
え
始

め
て
お
り
、「
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
は
い
な
い
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
皆
一

緒
」
の
状
態
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
、
ど
う
す
れ
ば
ラ
イ
バ
ル
に
勝

て
る
の
か
。
一
つ
の
答
え
を
得
ら
れ
た
の
が
17

年
11
月
に
総
合
評
価
方
式
の
入
札
が
公
告
さ
れ

た
、
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。

　
「
電
力
入
札
で
も
商
品
に
付
加
価
値
を
つ
け

ら
れ
な
い
か
と
い
う
お
客
さ
ま
の
言
葉
を
ヒ
ン

ト
に
、
営
業
担
当
者
と
と
も
に
、『
電
気
の
料

金
単
価
』
に
加
え
『
省
エ
ネ
対
策
』
と
い
う
付

加
価
値
を
提
案
し
ま
し
た
」

　

単
な
る
電
気
の
単
価
で
の
競
争
だ
け
で
な
く
、

省
エ
ネ
対
策
の
効
果
と
し
て
目
標
金
額
を
宣
言

し
た
と
い
う
。

　

公
共
性
の
高
い
お
客
さ
ま
に
も
付
加
価
値
の

ご
提
案
に
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
い
た
だ
け
れ
ば
、

成
功
事
例
と
し
て
水
平
展
開
で
き
、
他
の
多
く

の
お
客
さ
ま
に
も
同
様
に
ご
採
用
い
た
だ
け
る

─
─
そ
う
考
え
た
東
は
、
入
札
仕
様
書
に
定
め

ら
れ
た
調
査
期
間
中
に
足
繁
く
現
場
に
通
っ
た
。

許
可
を
得
て
測
定
器
を
設
置
し
、
測
定
結
果
を

も
と
に
試
算
を
繰
り
返
し
、
提
案
内
容
を
詰
め

続
け
た
。

提
案
の
わ
か
り
や
す
さ
と
誠
実
さ

　

こ
う
し
た
東
の
努
力
は
顧
客
か
ら
高
い
評
価

を
得
た
。
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
企
画
課
の
龍
田

隆
寛
班
長
は
言
う
。

　
「
東
さ
ん
は
本
当
に
熱
心
で
、
こ
ち
ら
の
要

望
に
も
誠
実
に
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
感

心
し
た
の
は
提
案
の
わ
か
り
や
す
さ
。
技
術

的
・
専
門
的
な
内
容
を
こ
ん
な
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
ら
れ
る
人
は
滅
多
に
い
ま
せ
ん
。
東
さ

ん
の
言
葉
ど
お
り
に
説
明
す
れ
ば
誰
で
も
理
解

で
き
る
の
で
、
病
院
内
の
合
意
も
取
り
や
す
く
、

事
務
局
と
し
て
は
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」

　

そ
ん
な
評
価
を
聞
き
、「
僕
は
そ
ん
な
に
器

用
で
は
な
い
の
で
、
足
繁
く
通
っ
て
精
一
杯
や

っ
て
る
だ
け
で
す
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
っ

た
東
は
、「
落
札
後
、
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
さ

ま
か
ら
設
備
運
用
に
関
す
る
別
の
ご
相
談
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
提
案
を
評
価
し
て

く
だ
さ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

単
価
だ
け
じ
ゃ
な
い

　

京
都
市
伏
見
区
深
草
に
あ
る
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
に
創
設
さ
れ
た
陸
軍

病
院
を
前
身
と
し
、
戦
後
は
国
立
病
院
と
し
て

機
能
を
拡
大
、
現
在
は
39
診
療
科
、
６
０
０
病

床
を
擁
す
る
高
度
総
合
医
療
施
設
と
し
て
地
域

医
療
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
２
月
、
こ
の
大
病
院
で
初
め
て

総
合
評
価
方
式
の
電
力
入
札
が
実
施
さ
れ
、
競

合
３
社
を
抑
え
て
関
西
電
力
が
落
札
し
た
。
価

格
は
各
社
ほ
ぼ
同
水
準
だ
っ
た
が
、
関
西
電
力

は
入
札
に
お
い
て
加
点
項
目
と
な
る
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
」
と
い
う
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を

提
案
。
こ
れ
が
評
価
さ
れ
、
向
こ
う
３
年
間
の

契
約
を
手
中
に
収
め
た
。

　
「
病
院
に
限
ら
ず
、
公
共
分
野
で
は
入
札
に

よ
り
電
力
を
調
達
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

価
格
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
α
の
付
加
価
値
を

求
め
る
お
客
さ
ま
も
お
ら
れ
ま
す
。
京
都
医
療

セ
ン
タ
ー
さ
ま
へ
の
ご
提
案
も
、
も
と
は
『
価

格
競
争
に
陥
り
が
ち
な
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
商
材
に

付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
』
と

い
う
お
客
さ
ま
の
声
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」

巨
大
企
業
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

　

そ
う
話
し
始
め
た
の
は
、
今
回
の
入
札
案
件

で
の
技
術
検
討
・
提
案
を
担
当
し
た
営
業
本
部

法
人
営
業
部
門
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
公
共
）
の
東ひ
が
し 

智と
も
ひ
ろ洋
。
国
公
立
病
院
や
、
大

学
・
研
究
施
設
、
府
市
庁
舎
か
ら
裁
判
所
ま
で
、

公
共
分
野
の
お
客
さ
ま
に
対
し
て
、
営
業
担
当

者
と
一
体
と
な
っ
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業

を
展
開
す
る
同
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
プ
だ
。

　

東
が
入
社
し
た
の
は
東
日
本
大
震
災
後
の
13

年
。
当
時
、
電
力
業
界
は
原
子
力
発
電
所
の
停

止
に
よ
る
需
給
逼
迫
と
代
替
燃
料
費
の
高
騰
、

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
と
い
っ
た
課
題
が
山
積
し
、

事
業
の
存
続
を
危
ぶ
む
声
さ
え
あ
っ
た
。

エンジニアリンググループの東

京都医療センター京都医療センターの龍田さん（左から２人目）と打ち合わせ

技術コンサルティング職として定期的にエネルギー測定・設備の点検に伺う
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言
葉
を
つ
な
い
だ
。

関
西
電
力
の
顔
と
し
て
の
技
術
営
業

　

な
ご
や
か
な
や
り
と
り
を
耳
に
し
て
い
る
と
、

「
技
術
系
の
人
間
は
専
門
性
は
高
い
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
苦
手
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
去
る
。
東
自
身
、
お
客
さ
ま

と
接
す
る
の
が
何
よ
り
楽
し
い
、
と
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
す
。

　
「
社
員
２
万
人
の
中
で
も
、
日
常
的
に
お
客

さ
ま
の
と
こ
ろ
に
行
け
る
の
は
営
業
部
門
の
人

間
だ
け
。
こ
ん
な
顔
で
す
が
（
笑
）、
関
西
電

力
の
顔
と
し
て
契
約
に
直
結
す
る
仕
事
が
で
き
、

会
社
の
収
益
に
も
貢
献
で
き
る
。
大
き
な
や
り

甲
斐
を
感
じ
ま
す
」

　

入
社
動
機
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
以
降
の

逆
境
も
、
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
例
え
ば
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
先
輩
や
上
司

に
話
し
た
と
き
、『
前
例
が
な
い
』
と
否
定
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
実
現
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
グ
ル
ー
プ
全
体

で
考
え
る
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、
一
担
当
の
ア

イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
具
体
化
さ
れ
実
現
に
近
づ

い
て
い
く
。
そ
う
い
う
環
境
で
仕
事
が
で
き
る

の
は
幸
せ
な
こ
と
。
震
災
や
自
由
化
に
よ
る
危

機
感
が
も
た
ら
し
た
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」

取材／高木美栄子　編集／田窪由美子

な
く
て
は
な
ら
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に

　

16
年
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
か
ら
２
年
半
。

当
初
は
約
４
０
０
社
が
市
場
参
入
を
表
明
し
、

大
口
顧
客
も
含
め
電
力
契
約
の
切
替
え
が
相
次

ぎ
、
最
近
は
旧
一
般
電
気
事
業
者
や
ガ
ス
会
社

な
ど
、
地
力
に
勝
る
大
手
同
士
の
価
格
競
争
が

熾
烈
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
価
格
オ
ン
リ
ー
の
消
耗
戦

に
歯
止
め
を
か
け
、
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
で
顧

客
と
の
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
営
業
担
当
者

と
一
体
と
な
っ
て
築
く
の
が
、
技
術
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
職
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
。
東
も
ま

た
、
新
た
な
提
案
機
会
を
貪
欲
に
模
索
し
て
い

る
。

　
「
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
さ
ま
で
は
省
エ
ネ
を

セ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
が
、
設
備
改
修
や
中
長
期

の
更
新
計
画
づ
く
り
な
ど
、
我
々
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
力
を
生
か
せ
る
セ
ッ
ト
提
案
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。
電
気
や
ガ
ス
の
単
価
だ
け
で

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
で
選
ん
で
い
た
だ
け
る
方
法

を
考
え
続
け
た
い
。
そ
し
て
『
関
西
電
力
が
い

な
い
と
困
っ
て
し
ま
う
』
と
お
客
さ
ま
に
言
わ

れ
る
よ
う
な
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
パ
ー
ト
ナ

ー
を
め
ざ
し
た
い
」

　

技
術
営
業
を
「
天
職
か
も
し
れ
な
い
」
と
笑

う
若
者
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

2025年国際博覧会を
大阪・関西へ

37［やく］  September 2018

お客さまの要望に応える東

入念に点検を行う




